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02 PICK UP
▶リオデジャネイロ オリンピック
　金メダル 金藤理絵選手 母校を訪問

04 特 集 平成 27 年度 決算

11 市長コラム「私のメッセージ」

12 PICK UP
▶障害を理由とする差別の解消に向けた講演会
▶福祉ファクシミリ・福祉メール緊急通報システム
▶三次の水道の将来を考える
▶真田一幸スポーツ・文化子ども育成事業補助金

の申請受け付け中

14 みよしで暮らそう！

15 エコでいこう！

16 みよしスペシャルトピックス

18 すこやか情報

21 子育て応援隊

22 インフォメーション

29 きりこちゃんオススメ! おでかけガイド

32 各種相談

34 スポーツ大好き！

35 図書館ニュース・人口ほか

36 子ども・若者育成支援強調月間

リオの風を母校に！
今月の表紙

送られる時の１枚。
上の写真は、母校で金メダル獲得の報告をする金藤

選手。
※２・３ページに関連記事を掲載しています。

リオデジャネイロ オリン
ピックの競泳女子200ｍ平泳
ぎで、金メダルを獲得した金
藤理絵選手が10月14日（金）、
母校の三次高校を訪れまし
た。表紙の写真は、金藤選手

（中央）が後輩たちとの交流
行事を終えた後、三次高校水
泳部のキャプテン（中央右）
の先導で大きな拍手の中、見
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赤
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
白
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
。
胸

元
に
は
金
色
に
輝
く
メ
ダ
ル
―
。

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
以

下
、
リ
オ
五
輪
）の
競
泳
女
子
２
０
０
ｍ
平
泳

ぎ
で
、
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
金
藤
理
絵
選
手
が

10
月
14
日（
金
）、
母
校
の
三
次
高
校
を
訪
れ

ま
し
た
。
会
場（
三
次
高
校
第
二
体
育
館
）に

集
ま
っ
た
生
徒
や
金
藤
選
手
が
所
属
し
て
い
た

三
次
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
児
童
ら
約
７
０
０

う
。
応
援
し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
人
の
思
い
が

力
と
な
っ
て
、
苦
し
い
時
に
気
持
ち
を
入
れ
替

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
い
い

の
で『
夢
』を
持
ち
、
大
人
に
な
っ
て
も
持
ち

続
け
て
ほ
し
い
。
夢
を
持
つ
こ
と
は
次
の
一
歩

を
踏
み
出
す
原
動
力
に
な
る
」と
、
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

三
次
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
＊
に
輝
く
―

市
は
リ
オ
五
輪
で
の
活
躍
を
た
た
え
、
金
藤

選
手
に
三
次
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
を
贈
呈
し
、

会
場
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
祝
福
し
ま
し
た
。

増
田
市
長
は
、「
金
藤
さ
ん
は
試
練
を
乗
り

越
え
、
市
民
に
と
っ
て『
誇
れ
る
姿
』を
見
せ

て
く
れ
た
。
こ
の
喜
び
を
皆
さ
ん
と
分
か
ち
合

い
た
い
。
金
藤
さ
ん
に
続
き
、
会
場
の
生
徒
・

児
童
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
飛
躍
を
期
待
し

た
い
」と
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

＊�

三
次
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お

い
て
全
国
的
に
顕
著
な
活
躍
に
よ
り
、
広
く
市
民
に
希
望

と
感
動
を
与
え
て
親
し
ま
れ
て
い
る
な
ど
の
人
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

後
輩
た
ち
の
声
―

三
次
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
の

山や
ま

田だ

夏な
つ

生き

さ
ん（
十
日
市
中
学
校
３
年
）は
、「
金

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

玄関で生徒から花束の贈呈を
受ける金藤さん山田さん

C O N T E N T S
もくじ

金
メ
ダ
ル 

金か
ね

藤と
う

理り

絵え

選
手 
母
校
を
訪
問

「
夢
」が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
次
の
一
歩
が
あ
る
―
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入
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に
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く
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市
は
リ
オ
五
輪
で
の
活
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た
た
え
、
金
藤
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手
に
三
次
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
を
贈
呈
し
、

会
場
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
祝
福
し
ま
し
た
。

増
田
市
長
は
、「
金
藤
さ
ん
は
試
練
を
乗
り

越
え
、
市
民
に
と
っ
て『
誇
れ
る
姿
』を
見
せ

て
く
れ
た
。
こ
の
喜
び
を
皆
さ
ん
と
分
か
ち
合

い
た
い
。
金
藤
さ
ん
に
続
き
、
会
場
の
生
徒
・

児
童
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
飛
躍
を
期
待
し

た
い
」と
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

＊�

三
次
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お

い
て
全
国
的
に
顕
著
な
活
躍
に
よ
り
、
広
く
市
民
に
希
望

と
感
動
を
与
え
て
親
し
ま
れ
て
い
る
な
ど
の
人
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

人
を
前
に
、
世
界
の
頂
点
に
立
つ
ま
で
の
経
験

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
語
り
ま
し
た
。

「
夢
」を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
―
　

金
藤
選
手
は
、「
小
学
生
の
頃
か
ら
始
め
た

水
泳
。
周
り
か
ら
は
才
能
が
あ
る
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
挫
折
も
経
験
し
た
。
リ
オ
五
輪
で

金
メ
ダ
ル
に
手
が
届
い
た
の
は
、
少
し
で
も
い

い
泳
ぎ
を
し
よ
う
と
努
力
し
続
け
た
結
果
で

す
。
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
困
難
に
立
ち
向

か
っ
て
ほ
し
い
。
厳
し
い
練
習
に
耐
え
て
こ
そ

目
標
を
達
成
し
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
い
。
そ

れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
限
ら
ず
、
勉
強
や

人
間
関
係
な
ど
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
と
思

金藤選手（手前）から指導を受ける水泳部員の皆さん
（印居さん：右から２番目）

増田市長からトロフィーを受け取り、握手を交わす金藤選手

藤
先
輩
が
話
さ
れ
た
、
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と

の
大
切
さ
を
心
に
留
め
て
、
練
習
に
取
り
組
み

た
い
。
来
年
は
バ
タ
フ
ラ
イ
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
を
め
ざ
し
ま
す
」と
元
気
よ
く
話
し
ま

し
た
。

金
藤
選
手
は
三
次
高
校
を
訪
問
後
、
テ
レ
ビ

番
組
の
収
録
の
た
め
、
三
次
高
校
水
泳
部
員
と

と
も
に
県
立
み
よ
し
公
園
屋
内
プ
ー
ル
に
移
動
。

水
泳
の
指
導
を
受
け
た
水
泳
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン

の
印い

ん

居き
ょ

水み

緒お

さ
ん
は
、「
先
輩
に
よ
る
直
接
の

指
導
は
と
て
も
貴
重
な
経
験
。
県
大
会
で
記
録

を
残
せ
る
よ
う
に
、
学
ん
だ
こ
と
を
意
識
し
て

繰
り
返
し
練
習
に
励
み
た
い
」と
、
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。
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平
成
27
年
度  

決
算特 集

一 般 会 計

主な収入は、地方交付税171億円（42.5％）、
市税67億円（16.6％）、市債57億円（14.2％）
で自主財源比率は24.3％です。前年度に比べ
て約62億円の減額になっています。

主な支出は、民生費93億円（23.7％）、
公 債 費73億 円（18.7％）、 総 務 費70億 円

（18.0％）です。前年度に比べて約62億円の
減額になっています。

平成27年度決 算

土 木 費

公債費とは、地方自治体が借り入れた地方債の元利償還費と一時借入金の利息の支払いに要する経費のことです。

8万8,941円

4万1,843円 3万5,019円

403億2,250万円

収入

391億3,274万円

支出

11億8,976万円
差引

− ＝

■ 市民一人当たりにすると
　決算額を人口５万4,622人

（平成28年１月１日現在）で割
り、市民一人当たりの経費と
市税負担額を算出しました。

●市民一人当たりの経費

71万6,428円
●市民一人当たりの
　市税負担額

12万2,663円

16万9,779円

民 生 費

12万8,928円

総 務 費公 債 費

13万3,861円

2万3,680円

4万7,078円

衛 生 費

消 防 費 そ の 他

4万7,299円

教 育 費

農 林 水 産 業 費

10月３日（月）、市議会９月定例会において、平成27年度の三次市決算が認定されました。
平成27年度の決算状況を、基金・市債の状況や財政指標等とあわせて紹介します。

収入
403億
2,250万円

依存財源
305億1,191万円

(75.7%）

自主財源
98億1,059万円

(24.3%)

使用料及び手数料ほか
31億1,050万円

(7.7%)
市税

67億9万円
（16.6%）

地方交付税
171億2,501万円

(42.5%)

市債
57億2,121万円

(14.2%)

国庫支出金
33億5,674万円

(8.3%)

県支出金
25億2,807万円
(6.3%)

その他 17億8,088万円（4.4%）

支出
391億
3,274万円

総務費
70億4,228万円

(18.0%)

公債費
73億1,176万円

(18.7%)

民生費
92億7,367万円

(23.7%)

土木費
48億5,816万円

(12.4%)

衛生費
25億7,149万円
(6.6%)

農林水産業費
22億8,554万円
(5.8%)

教育費
25億8,355万円

(6.6%)

その他 19億1,284万円（4.9%）
消防費 12億9,345万円（3.3%）
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平
成
27
年
度  

決
算

三次市の財政状況
（普通会計）

普通会計とは…　一般会計と特別会計のうち公営事業会計以外の会計を統合
して一つの会計としてまとめたものです。地方財政状況調査等において、全
国統一的に用いられる会計です。

　行財政改革の取り組みを着実に進めてきたことにより、基金残高、市債残
高や実質公債費比率、将来負担比率などの財政指標が確実に改善しています。

基　金 （市の貯金）

市の貯金である基金の普通会計の残高は、平成
27年度末で約161億円です。合併初年度の平成
16年度以降、財政調整基金をはじめ、その他の
基金も増加傾向です。平成16年度末と比較し約
74億円増やすことができました

平成16年度対比 74億円増！
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その他基金
財政調整基金

基金残高の推移

市　債 （市の借金）

市の借金である市債の普通会計の残高は、平
成27年度末で約528億円です。合併初年度の平
成16年度以降、合併特例債や過疎債については、
増加傾向にあるものの、積極的な繰上償還等によ
り市債残高は着実に減少しています。平成16年
度末と比較し約59億円減らすことができました

平成16年度対比 59億円減！
億円
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528551564571578575588600616
587

臨時財政対策債残高
その他債残高

合併特例債残高
過疎債残高

市債残高の推移

実質的な市債残高

後年度の交付税措置を考慮した場合の市の実質
負担は、平成16年度末に約273億円ありました
が、平成27年度末には約132億円と約141億円
減少し、市債残高全体に占める割合も平成16年
度末46.5％から平成27年度末25.0%に減少しま
した

平成16年度対比 52％減！
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100
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300
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H27H16

億円

587

314

273
(46.5%) 132

(25.0%)

528

396

交付税措置額（理論値）
実質負担分（交付税措置除く）

実質的な市債残高

104億1,120万円

収入

97億7,703万円

支出

6億3,417万円
差引

− ＝

190億1,892万円

収入

188億4,792万円

支出

1億7,100万円
差引

− ＝

公営企業会計
（２会計）営業収支

特別会計
（８会計）
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平
成
27
年
度  

決
算
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指標名 三次市 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率
　一般会計等の実質赤字の比率 ―（黒字） 12.11% 20%

連結実質赤字比率
　すべての会計の実質赤字比率 ―（黒字） 17.11% 30%

実質公債費比率
　公債費等の比重を示す比率

9.3%
県内14市中8位
全国790市中460位

25% 35%

将来負担比率
　�地方債残高や一般会計等が将来負担
すべき実質的な負債を捉えた比率

49.1%
県内14市中7位
全国790市中453位

350% ―

問 財政課財政係　☎（0824）62-6119　 （0824）62-6235

実質公債費比率とは…
毎年度経常的に収入される財源のうち、公債費や公営
企業債に対する繰出金などの公債費に準ずるものを含
めた実質的な公債費相当額に充当されたものの占める
割合です。通常、前３年度の平均値を使用しています。
この比率が18％以上になると、地方債の発行に際し
許可が必要となります。

財政力指数とは…
市が通常必要とする経費を、市税などの普段の収入で
補うことができるかを表す指数です。この数値が大き
いほど豊かな自治体と言えます。

将来負担比率とは…
公営企業も含めた市のすべての会計と一部事務組合
や第三セクターなどが将来負担する可能性のある負債
の、標準財政規模（地方自治体の標準的な状態で通常
収入が見込まれる一般財源の規模）に対する割合です。
この比率が高いと財政運営上の問題が生じる可能性が
高くなります。

経常収支比率とは…
人件費や扶助費などの経常的に必要な経費が、市税な
どの普段の収入に占める割合を表す指標です。この数
値が大きくなると財政が硬直化し、投資的事業に回す
予算が少なくなります。

主な財政指標で
見る決算

財政健全化判断比率とは…　財政の健全度を判断する指標として、財政健全
化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担
比率）があります。
　これらの数値が、早期健全化基準や財政再生基準を超えると、国や県の指導
の下で行政運営をしなくてはならなくなるなど、自由な運営が制限されます 。

三次市は平成27年度も基準をクリア
しています。また、公営企業会計等（病
院事業会計、水道事業会計、下水道事業
会計、農業集落排水事業会計、簡易水道
事業会計）の資金不足比率（公営企業会
計ごとの資金不足額の比率）も該当なく、
健全な財政運営を行っています。

実質公債費比率の推移

財政力指数の推移

将来負担比率の推移

経常収支比率の推移
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問 市民課保険年金係　☎（0824）62-6134　 （0824）63-2809

●三次市の国保の加入状況（平成27年度末）
　 　市の総人口５万4,324人（平成28年３月末）に対し、一般被保険者と退職被保険者等を合わ

せた国保の被保険者総数は、１万1,681人で加入率は21.50％（対前年度比0.31％減）です。「加
入世帯数」「加入被保険者数」は、前年度より減少しています。

●保険税・医療費を被保険者１人当たりに換算すると　
　 「１人当たりの年税額」は、8万1,970円で県平均より1万1,270円低く、県内23市町中18位です。
　「１人当たり療養諸費」は、県平均より2万8,821円高く、県内23市町中８位です。

区　分 平成26年度 平成27年度 前年比

１人当たり年税額
（　）内は県内平均

8万4,642円
（9万5,313円）

8万1,970円
（9万3,240円）

▲2,672円
（▲2,073円）

１人当たり療養諸費＊
（　）内は県内平均

41万8,086円
（38万9,958円）

43万5,206円
（40万6,385円）

17,120円
（16,427円）

＊１人当たり療養諸費…医療費総額を年度平均被保険者数で除した額

区　分 平成26年度 平成27年度

歳入総額 62億6,200万円 70億9,704万円

歳出総額 61億9,122万円 70億6,936万円

差 引 額 7,078万円 2,768万円

単年度収支 ▲2億4,156万円 ▲4億974万円

●歳入・歳出の財政状況
　 　平成27年度国民健康保険特別会計の決算は、

歳入歳出の差引額が2,768万円となり、全額を
平成28年度へ繰り越しました。しかし、この
うち前年度からの繰越金や基金からの繰入金、
基金への積立金を差し引いた実質単年度収支は、
4億974万円の赤字となっています。

平成27年度国民健康保険特別会計の決算状況

歳入
70億

9,704万円

国民健康保険税
9億6,957万円

（13.66%）

国・県支出金
17億2,666万円

（24.33%）

繰入金 8億4,997万円
（11.98%）

その他（諸収入など）
7,942万円 （1.12%）

共同事業交付金
15億1,067万円

（21.28%）

社会保険などからの交付金
19億6,075万円（27.63%）

総務費 8,808万円
（1.25%）

その他 7,566万円（1.07%）保健事業費 （1.97%）
1億3,906万円

共同事業拠出金
15億3,880万円

（21.77%）

介護保険への
負担金（3.39%）
2億3,958万円

保険給付費
43億3,956万円

（61.38%）

後期高齢者
医療制度への支援
6億4,862円

（9.17%）

歳出
70億

6,936万円

広報みよし 2016.11月号7



平
成
27
年
度  

決
算

平成27年度介護保険事業決算状況
介護保険は、３年毎に策定する介護保険事業計画に沿って事業を進めます。平成27～29年度は、

「第６期介護保険事業計画」の実施期間となり、その初年度であった平成27年度の決算状況につ
いてお知らせします。

＊１計画値については、平成27年９月末現在を推計しています。　＊２認定者数は、第１号被保険者（65歳以上の被保険者）のみ。
＊３認定率は、三次市の第１号被保険者数から算定しています。

（各年度確定数値は３月末現在）

区　　分 平成27年度 【参考】平成26年度
確定数値 計画値 ＊1 確定数値

人　口 5万4,324人 5万4,705人 5万4,905人

高齢者数 1万8,575人 1万8,416人 1万8,412人

認定者数 ＊2 4,683人 5,012人 4,779人

認定率 ＊3 25.3％ 27.2％ 26.1％

認定率県平均 19.4％ － 19.6％

「高齢者数」は計画値を上回っていますが、「人口・認定者数・認定率」は計画値を下回っています。また、平
成26年度と比較しても同様に、人口減少の中で確実に高齢化が進んでいるといえます。平成27年度の認定率は
25.3％と、県平均の19.4％と比べてかなり高く、県内23市町の中で同率２位の認定率ですが、平成26年度と比
較して0.8%下がっています。

人口・高齢者・認定者数の状況

＊１��決算額は、保険料還付金に充てた額を除いた額。
＊２��標準給付費に対して交付される国の交付金。交付基準率は５％だが、全国平均と比べて、後期高齢者や所得の少ない第１号被保
険者が多い場合には５％を超える額が交付される。計画では8.27％で見込んでいます。

＊３�介護保険にかかる費用のうち、利用者が負担する１割または２割分を除いた９割または８割分の介護サービス費。
＊４�介護予防および地域における包括的・継続的な支援をすることを目的とした事業。計画額は標準給付費の３％相当。

区　　分 ①計画額 ②決算額 ③（② －①）差額
第１号被保険者介護保険料 ＊1 12億9,729万円 13億588万円 859万円

調整交付金 ＊2 5億4,974万円 5億3,952万円 ▲ 1,022万円

標準給付費 ＊3 66億4,738万円 67億572万円 5,834万円

地域支援事業費 ＊4 2億3,741万円 2億107万円 ▲ 3,634万円
【注】端数調整により計算値と一致しないところがあります。

「第１号被保険者介護保険料」は、計画額を859万円上回りました。しかし、「標準給付費」に対して国から交
付される「調整交付金」は、計画額より1,022万円下回りました。この「調整交付金」の減額分は、保険料を充当
することになります。

また、保険料を充当すべき「標準給付費」は計画額を5,834万円上回り、「地域支援事業費」は3,634万円下回
りました。

主要指標の計画値と決算値の比較

シリーズ
第��　�回57
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「介護給付費準備基金」は、保険料の不足に充てるための基金です。平成27年度は運用益の29万7,766円が増
額となり、平成27年度末の基金残額は9,972万1,294円となりました。

平成27年度決算による余剰分1,039万7,636円は、平成28年度で積み立て介護保険事業運営に充てることにな
ります。

介護給付費準備基金の状況

介護給付費準備基金
26年度末現在高 27年度中増減高 27年度末現在高

9,942万3,528円 29万7,766円 9,972万1,294円

「標準給付費」は計画額よりやや高く5,834万円（0.9％）上回りましたが、ほぼ計画どおりといえます。
この「標準給付費」67億572万円を、平成27年度末の認定者数＊4,757人で割ると、一人当たり年間140万9,654

円の費用がかかったことになります。
また、平成26年度と比較すると、平成27年度は1,719万円（+0.3％）増額になっており、近年、「標準給付費」

は毎年増加しています。今後とも、給付と負担のバランスに留意しながら、介護保険事業の健全な運営に努めて
いきます。
＊認定者数は、第１号被保険者（65歳以上の被保険者）と第２号被保険者（40歳から64歳の被保険者）の合計。

標準給付費（保険給付費）の状況

サービス種別 ①平成26年度 ②平成27年度 ③（②－①）差額 増減率

居宅介護サービス費 23億9,420万円 24億4,437万円 5,017万円 2.1%

福祉用具購入費 1,018万円 875万円 ▲143万円 ▲14.0%

地域密着型介護サービス費 9億8,112万円 10億2,360万円 4,248万円 4.3%

住宅改修費 2,242万円 1,901万円  ▲341万円 ▲15.2%

サービス計画費 2億8,094万円 3億304万円 2,210万円 7.9%

施設介護サービス費 21億649万円 20億8,884万円  ▲1,765万円 ▲0.8%

予防給付費 5億5,416万円 4億6,253万円  ▲9,163万円 ▲16.5%

特定入所者介護サービス費 2億2,365万円 2億3,768万円 1,403万円 6.3%

高額介護サービス費等 1億972万円 1億1,217万円  245万円 2.2%

審査支払手数料 565万円 574万円 9万円 1.6%

計 66億8,854万円 67億572万円 1,719万円 0.3%
【注】端数調整により計算値と一致しないところがあります。

①計画額 ②決算額 ③（② －①）差額 増減率

66億4,738万円 67億572万円 5,834万円 0.9%

問 高齢者福祉課介護保険係　☎（0824）62-6387　 （0824）63-2809
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三次市職員の給与などの状況

●人件費の状況（普通会計決算性質別）
年度 歳出（A） うち人件費（B） 人件費率（B/A）
27 383億1,651万8千円 45億5,621万2千円 11.9％
26 448億1,470万9千円 49億7,434万2千円 11.1％

●給与の内訳（普通会計決算）
年度 職員数

（A）
給与決算額 １人当たり給与額

（B/A）給料 諸手当 期末・勤勉手当 計（B）
27 502人 20億2,418万3千円 2億9,793万3千円 7億6,106万7千円�30億8,318万3千円 614万2千円
26 521人 21億2,252万9千円 3億3,372万円 7億8,670万1,000円� 32億4,295万円 622万4千円

※「諸手当」は退職手当を除く

●職員の平均給料月額（一般行政職）
年度 平均給料月額 平均年齢 経験年数別平均給料月額

10年未満 10年以上20年未満 20年以上30年未満 30年以上
27 34万6,531円 45.4歳 20万4,429円 30万5,780円 36万2,148円 40万1,234円
26 35万� 342円 45.5歳 20万6,314円 30万7,480円 36万5,582円 40万2,538円

●職務別職員数の状況（平成28年11月1日現在）� （人）
区　　分 部長級 課長級 係長級 主任級 主任主事級 主事級 計
行政職等 21 46 93 329 44 25 558

中
央
病
院

医　師　等 4 ー 44 ー 21 ー 69
医療技術職等 ー 1 6 29 26 4 66
看 護 師 等 1 2 25 99 106 48 281
合　　計 26 49 168 457 197 77 974

●一般行政職の初任給（平成28年11月1日現在）
区　分 給料月額
大学卒 17万6,700円
高校卒 14万9,000円

●主な職員手当の状況
①期末･勤勉手当支給割合（平成27年度）
区　分 期末手当 勤勉手当
� 6月期 1.225月分 0.75月分
12月期 1.375月分 0.85月分
計 � � 2.6月分 1.60月分

③扶養手当
•扶養配偶者　１万3,000円
•配偶者以外の扶養親族１人目
　配偶者無� １万1,000円
　配偶者有� 6,500円
　特定期間にある子の加算額� 5,000円

⑤住居手当
•借家�支給限度額　2万7,000円/月
※条例で定める額：概ね家賃の２分の１弱

●特別職等の給料･報酬月額（平成28年11月1日現在）
区分 給料月額 区分 報酬月額
市　長 90万円 議　長 45万4,000円
副市長 73万円 副議長 40万7,000円
教育長 64万円 議　員 37万1,000円

②退職手当支給割合（平成28年11月１日現在）
区分 自己都合 定年等

勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分

※最高限度額49.59月分
④通勤手当
•交通用具使用者（通勤距離２㎞以上）
　最高支給限度額　3万1,600円/月
•交通機関利用者
　最高支給限度額　5万5,000円/月

⑥その他の主な職員手当
•時間外勤務手当� •管理職手当� •夜間勤務手当
•役職調整手当� •宿日直手当� •特地勤務手当
•特殊勤務手当� •医師研究手当

問 総務課職員係
 　☎（0824）62-6105
 　 （0824）62-6137

市職員の給与は、基本給としての給料と諸手当（期末・勤勉・扶養・通勤・住居など）を合わ
せたものです。民間の給与と比較して決定される国家公務員の給与を参考にして、市議会の議決
を経て定められた市職員給与条例に基づいて支給しています。平成27年度の市職員の給与など
の主なものは次のとおりです。
＊「普通会計」とは…三次市の会計のうち、公営事業会計（水道事業会計・病院事業会計・国民健康保険特別会計等）を除いたもの
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問 企画調整課企画調整係　☎（0824）62-6115　 （0824）62-6137

行財政改革の取り組みを進めています！
「透明・参加・選択」の三つの基本理念のもと、市民に身近な信頼される行政

を実現し、市民とともに未来のための変革を生み出すため、行財政改革に取り組
んでいます。

「
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
お
互
い
の

つ
な
が
り
を
強
め
る
こ
と
を
希
望
す
る
」　

ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
か
ら
、
署
名
入

り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
先
日
、
届
き
ま
し
た
。

今
年
５
月
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
ア
メ
リ
カ
の

現
職
大
統
領
と
し
て
初
め
て
広
島
を
訪
問
さ
れ

た
際
に
、甲
奴
町
特
産
の「
カ
ー
タ
ー
ピ
ー
ナ
ッ

ツ
」を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
を
お
贈
り
し
た
こ
と

に
対
す
る
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
ケ
ネ
デ
ィ

駐
日
大
使
の
書
簡
も
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

甲
奴
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
、「
オ
バ
マ
大

統
領
に
届
け
た
い
」と
い
う
思
い
を
受
け
、
市

長
と
し
て
岸
田
外
務
大
臣
に
取
り
次
ぎ
を
お
願

い
し
実
現
で
き
ま
し
た
。
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

「
カ
ー
タ
ー
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」は
、
第
39
代
ア

メ
リ
カ
大
統
領
だ
っ
た
カ
ー
タ
ー
さ
ん
が
甲
奴

町
を
訪
問
さ
れ
た
こ
と
を
ご
縁
に
、
日
米
友
好

の
証
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
カ
ー
タ
ー

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
研
究
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

カ
ー
タ
ー
元
大
統
領
の
故
郷
で
あ
る
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
ア
メ
リ
カ
ス
市
と
の
交
流
は
、
22
年
目

と
な
り
、
多
く
の
三
次
の
子
ど
も
た
ち
が
ア
メ

リ
カ
ス
市
を
訪
れ
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
深
め
、
友
好

の
輪
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

増田和俊

vol.59

連載

６
月
か
ら
、
市
内
19
会
場
で
開
催
し
て
い
た
、

地
域
づ
く
り
懇
談
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
の
懇
談
会
の
テ
ー
マ
は
、「
私
た
ち
が

住
み
続
け
た
い
ま
ち
と
は
」で
し
た
。
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
有
益
な
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
会
場
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
三
次
を

愛
し
、
三
次
の
発
展
の
た
め
に
日
頃
か
ら
様
々

な
視
点
で
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
実
感
で
き
、

さ
ら
な
る
強
い「
や
る
気
」を
得
ま
し
た
。

今
、
来
年
度
か
ら
３
年
間
の
主
要
事
業
を
お

示
し
す
る「
三
次
市
実
施
計
画
」を
策
定
中
で

す
。
懇
談
会
で
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
、「
し
あ
わ
せ
を
実
感
し
な
が
ら
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」の
実
現
へ
、
戦
略
的
に

施
策
が
展
開
で
き
る
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

地域づくり懇談会の様子

オ
バ
マ
大
統
領
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
届
く

19
会
場
で
の
対
話
に

さ
ら
な
る
や
る
気
を
得
ま
し
た

●取り組みの柱
　・�市民協働のまちづくりと行政サービ
スの選択と充実（外部の改革）

　・�変革力ある市役所組織づくりと健全
で安定的な財政運営（内部の改革）

●これまでの主な取り組み
１.行政サービスの重点化
　行財政改革の取り組みの結果、市の重
点的な取り組みを継続・拡充することが
可能となっています。
①�不妊治療費の助成や子どもの医療費の
助成、保育利用料の軽減といった子育
て支援
②各種支援事業を充実させた定住対策
③�小・中学校の耐震化や市費教員採用に
よる少人数指導などの教育環境の整備
④高度な医療環境の整備� など

２.県内で先駆けて多様な納付方法を導入
　 （トータル収納システム）
　税金などを納付しやすい環境を整えています。コン
ビニ収納は、広島県内２番目に導入し、また、コンビ
ニ、クレジット、ペイジー収納＊の一括導入は全国初
の取り組みです。平成25年度からは、各部署が実施
していた徴収事務を、収納課へ一括移行したことで収
納率の向上と事務負担の軽減を行っています。

●「量」から「質」への改革
　これからも、徹底した歳入の確保と支出の見直しを
行うとともに、既成概念に縛られることなく、新たな
発想で市役所改革に取り組み、これまでの削減中心の
「量」の改革から、市民満足を高める「質」の改革へと
発展させていきます。

＊�ペイジー収納…ATM（ゆうちょ銀行と広島銀行のみ対応）やイン
ターネットバンキングなどを利用し、24時間365日、支払うことが
できる仕組み。

な
お
、
懇
談
会

で
の
ご
質
問
・
ご

要
望
で
、
当
日
お

答
え
で
き
な
か
っ

た
も
の
は
、
各
住

民
自
治
組
織
な
ど

に
、
順
次
お
答
え

さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後

と
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
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問 社会福祉課障害者福祉係　　☎（0824）65-2051　 （0824）62-6285
　 三次市障害者支援センター　☎（0824）65-1131　 （0824）65-1132

問 社会福祉課障害者福祉係　　　　　　　☎（0824）65-2051　 （0824）62-6285
　 備北地区消防組合消防本部通信指令課　☎（0824）63-1191　 （0824）64-3446

障害を理由とする差別の解消に向けた講演会
障害者差別解消法が平成28年４月に施行されました。障害のある人もない人も、地域でいき

いきと、自分らしく生きることのできるまちづくりをめざし、講演会を開催します。改めて自分
の身の回りや意識の中にある社会的障壁＊を考えてみましょう。

要約筆記や手話通訳、託児を必要とされる方は12月１日（木）までにお申し込みください。

聴覚障害や音声・言語障害の方へ
福祉ファクシミリ・福祉メール緊急通報システムを
ご利用ください

通報の流れ

利用者

① FAX・メール 
で送信

各消防署

指　令

消防本部

このシステムは、緊急時に緊急専用番号へFAXもしくは事前に登録したアドレスにメールを
送信することで、消防車や救急車を呼ぶことができるものです。
●対 象 者　備北地区消防組合管内に住んでいる方で電話による通報が困難な方
●利用方法　事前の申し込みが必要です。まずは社会福祉課（本館２階）にお問い合わせください。

●と　き　12月11日（日）10時～12時
●ところ　三次市福祉保健センター４階　ふれあいホール
●講　師　広島大学大学院社会科学研究科教授　横

よこ

藤
ふじ

田
た

　誠
まこと

さん
●演　題　�気づいていますか？�障害者にとって困ること
　　　　　～《みんな違う・みんな同じ》社会のために～
●入場料　無料
＊�社会的障壁とは、障害のある人にとって日常生活や社会生活を送るうえで支障となるもの。
例えば、段差などの物理的な障壁、障害に対する理解不足から生じる誤解や偏見など意識
上の障壁などのこと。

FAX・メール

利用者

FAX・メール

②返　信 ③出　動
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●審議検討内容
◦水道事業等の問題点
　 水道事業、簡易水道事業とも販売損（水をつくる値段と売る値段との差）が生じている。水道

事業の販売損が拡大したのは、平成11年度から大規模な施設整備をしたにもかかわらず、21年
間、料金の見直しを行ってこなかったためである。簡易水道事業においては、条件不利な地域
を対象にしていることから、水道事業より高い料金水準にもかかわらず、現在は一定の国の補
助はあるものの、一般会計に負担をかけ続ける問題を抱えている。

◦料金体系の改定
　 統合時の料金体系の一本化に当たっては、事業の持続可能性および水道事業としての受益者負

担による独立採算制の原則に照らし合わせて考えると、総体として従来の料金水準からの大幅
な引き上げが避けられない。また、現水道事業で採用されている単価の逓

ていぞうせい
増制＊や用途別の体

系は、水需要の抑制が主な目的で、使用量の減ってきている現在においては必要性が薄れてお
り、簡素で統一的な体系に改めるべきと考える。統合後は、現行の水道事業の料金を簡易水道
の料金水準に引き上げ、必要に応じて数段階の激変緩和策を講じることが望ましいとされた。

＊逓増制…水道使用量が増えるほど、使用単価も上がる仕組み。

◦今後の水道事業
　 水道事業と簡易水道事業の統合は国の方針であり、公営事業としての安定性を図るとともに、

統合による経営の効率化を図るものである。更には、水道事業者は漏水対策等による有収率の
向上、広報等を通じた接続率の向上など、経営の改善に最大限努力する必要がある。

●審議検討結果報告
　 　統合後の水道料金については現簡易水道事業の料金体系を基本に統一し、新規接続時の分担

金については現水道事業の分担金を基本に統一するのが妥当である。ただし、現水道事業の「家
事用」の使用者にとっては、今まで据え置かれていた低水準料金から一気に引き上げると、生
計上の影響が大きいことから、激変緩和策を講じることが望ましい。具体的には、最初の上げ
幅を２割程度に抑えることが考えられる。

　 　この上で、水道事業者は統合による経営の効率化、有収率の向上、接続率の向上など経営の
改善に最大限努めるとともに、施設等の老朽化の状況把握や効率的な更新計画の策定を進め、
３年経過後などに再検証され、長期的な方針を示すことが望ましい。また、今回の改定に際し
ては、使用者への理解が得られるよう広報に努められたい。

水道事業等の現状を踏まえて今後のあり方を、前号では、三次市の水道
事業等の概要や現状、簡易水道事業の水道事業への統合の必要性について
掲載しました。

今月号では統合するに当たり、現在２つある料金体系を一本化する必要
があることなどから、三次市水道使用料等検討委員会で「水道使用料の改
定等に関する事項」について審議検討された内容や結果をお知らせします。

三次の水道の将来を考える三次の水道の将来を考える三次の水道の将来を考える

今後は、検討委員会からの報告を踏まえ、経営改善に向けた具体案を検討します。
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企業間交流事業
「大忘年会」に集まろう！

定住情報発信

みよしで暮らそう！

シリーズ

1

定住情報発信

みよしで暮らそう！
シリーズ 1

シリーズ

1定住情報発信

みよしで暮らそう！

シリーズ29

申・問 定住対策課定住対策係　☎（0824）62-6129　 （0824）62-6235

きりまちフェス実行委員会＊では、一年を締めくくる交流イベント「きりまち大忘年会2016」を開催し
ます。ゲームのほかに、スペシャルゲスト（十

と き
輝さん・竹

ちくげん
弦教

きょう
さん）によるコンサートもあります。

食事を取りながら、いろいろな業種の方と交流をしませんか。知らなかった情報や新しい出会いのチャ
ンスです。
●と　き　12月17日（土）18時30分～21時
●ところ　三次グランドホテル
●参加費　【前売り券】 男性3,000円　女性2,000円　【当日券】 男性3,500円　女性2,500円
　※実行委員会事務局（定住対策課）または株式会社菁文社で取り扱っています。
●定　員　100人（予定）
【注】お酒の提供もありますので、飲酒をされる方は車での来場をご遠慮ください。
＊きりまちフェス実行委員会…市内に勤める若者が企業間交流と出会いの場をつくるために活躍する会

真田一幸スポーツ・文化子ども育成事業補助金の
申請受け付け中です

スポーツおよび文化を通した活動で、子どもたちを支援する団体の運営やスポーツ大会等の開催を支援
します。小・中・高等学校の文化・スポーツクラブ等の関係者（指導者、保護者等）の皆さん、ぜひこの
制度をご活用ください。
※�「三次市真田一幸スポーツ・文化子ども育成事業補助金」は、三次の子どもたちの健やかで心豊かな成長を願う真田一幸さんの
ご寄附を財源に創設した制度です。

【注】�⑴�補助金の対象となる団体は、前年度繰越金の総額（特定の目的を持った積立金等がある場合は、それを除いた額）が20万円
未満の団体です。

� ⑵市から他の補助金の交付を受けている団体、または営利を目的とする団体は補助の対象になりません。
●申請期限　平成29年２月28日（火）
●申請手続きに関する説明書　 文化と学びの課（本館５階）、市役所総合案内（東館１階）、各支所で配布

しているほか、市ホームページからダウンロードできます。
申・問 文化と学びの課文化学習係　☎（0824）62-6191　 （0824）62-6288

補助対象活動 対象経費 交付対象団体 補助金額

団体運営
子どもを対象とした市内のスポーツ・文化団
体の運営に必要な需用費、備品購入費、借上
料など

子どもを対象とした市内のスポーツ・文化
団体

対象経費の２分の
１（上限10万円）

指導者育成

①�市内で開催する、子どもを対象としたス
ポーツ・文化活動の指導に必要な講習会
等に要する経費（講師謝金等）など
②�子どもを対象としたスポーツ・文化活動
の大会等のための審判・指導者等資格取
得・更新経費、審判・指導者等講習会参
加費や旅費など

①�市内の子どもを対象としたスポーツ・文
化団体等の監督、コーチなど指導的立場
にある者を有する団体
②�市内の子どもを対象としたスポーツ・文
化の大会等実施に必要な資格を取得して
運営や審判等に当たる者を有する団体
③�小・中・高等学校クラブ活動の顧問や外
部指導者などを有する団体

対象経費の２分の
１（上限３万円）

大会等開催

市内で開催する子どもを対象としたスポー
ツ・文化の大会等の開催に必要な報償費、需
用費、備品購入費、使用料など
※�市内で行われ、参加者のおおむね半数以
上が市内の子どもである大会等の経費に
限る

市内で開催する子どもを対象としたスポー
ツ・文化の大会等を主催する団体

対象経費の２分の
１（上限10万円）

合宿等実施 宿泊料金（室料、寝具使用料等）
※�市内の施設を利用する場合に限る

市内の子どもを対象としたスポーツ・文化
団体等で、市内のスポーツ・文化施設等と
宿泊施設を利用して、１回で子どもが10人
泊以上の合宿を行う団体

１人１泊につき、
子ども500円、
指導者1,500円
（指導者は
 １団体３人まで）
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※申請に必要な書類（様式）は、市ホームページ（暮らしの情報「環境」内）からダウンロードできます。

エコで
いこう！
エコで
いこう！
みよしエコ・トライ
2014-2016

みよしエコ・トライ
2014-2016

みよしエコ・トライ
2014-2016

みよしエコ・トライ
2014-2016

ごみ
減量
ごみ
減量

CO2

削減
CO2

削減

問 環境政策課業務管理係　☎（0824）66-3449　 （0824）66-3168

問 環境政策課環境政策係　☎（0824）62-6136　 （0824）62-6397

家電リサイクル法対象物の
廃棄方法について

●購入した小売業者（販売店）に引き取りを依頼する。
●同種のものを買い換えるときに引き取りを依頼する。
※運搬費用、リサイクル料金が必要です。
※小売業者が分からないなどの場合は、指定引取場所へ直接持ち込んでください。

小売業者へ引き取りを依頼する場合

手順
　①メーカーを確認
　②郵便局でリサイクル料金を振り込む
　③ リサイクル券を受け取り、家電製品へ添付

して持ち込む

●指定引取場所（三次市内に２カ所）
◦岡山県貨物株式会社（三次工業団地内）
� ☎（0824）62－1273
◦西濃運輸株式会社（元三次市文化会館隣）�
� ☎（0824）62－4415

図 1【家電リサイクル法対象品】指定引取場所へ直接持ち込む場合

●テレビ ●洗濯機●冷蔵庫 ●衣類乾燥機

●エアコン
（室外機含む） ●ワインセラー●冷凍庫 ●保冷・保温庫

次の収集運搬許可業者に回収を依頼してください。収集運搬料金等については回収依頼先にお問い
合わせください。

「小売業者に引き渡すことができない。指定引取場所に直接持ち込むことができない」場合

業　者　名 住　　　　所 お問い合わせ
土井建材有限会社 三次市十日市町3813－1 ☎（0824）63－7293
株式会社マルシン 三次市東酒屋町766－5 ☎（0826）43－0717〔本社〕
三次市シルバー人材センター 三次市四拾貫町154－1 ☎（0824）62－7800
株式会社三次衛生工業社 三次市四拾貫町48－2 ☎（0824）63－4453
有限会社備北清掃社 三次市三次町2668 ☎（0824）62－2539
有限会社ジャパンクリーンサービス 三次市十日市東2－3－8 ☎（0824）63－2646
株式会社コスモス 三次市西酒屋町538－1 ☎（0824）63－4008
有限会社岩本商店 三次市三次町1338－1 ☎（0824）63－3082

二酸化炭素排出量を削減し環境にやさしいまちづくりを進めるため、住
宅用太陽光発電システムの設置に対して補助します。
●補助の内容　太陽電池の公称最大出力１kw当たり２万円（上限８万円）
●補助対象者

住宅用太陽光発電システム設置補助金申請を受け付けています

　①�申請時または実績報告時に三次市に住民登録を
していること

　②自ら居住または居住予定の家屋に設置すること
　③�申請者の世帯全員が市税・料を完納しているこ
と

　④電力会社と電力受給契約を締結していること

⑤�補助金決定後に着工し、平成29年３月15日
（水）までに実績報告をできる方（交付決定
前に着工した場合は対象外）
⑥�システムの設置にあたっては、市内で１年以
上事業活動を行っている市内業者と施工契約
を行っていること（新築は除く）
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平成18年４月の開館から10年６カ月。この日、
入館者100万人を超えました。

100万人目となったのは、庄原市在住の小
こ

池
いけ

敏
とし

子
こ

さん（写真左）。「友人に誘われて初めて来まし
た。館内に入ると池や庭もあり、とても雰囲気
がいい」と、笑顔で話されました。小池さんには、
100万人認定書と記念ワインなどが贈られました。

宮大工徳
とく

岡
おか

秋
とき

雄
お

さん（三良坂町）が、公益社団
法人国土緑化推進機構から「森の名手・名人」に
認定されました。本年度は全国で63人、県内で
は徳岡さん１人が選ばれました。

徳岡さんは、昭和53年から宮大工の道に入り、
以来38年間、「規

き
矩
く

術」の卓越した技を発揮して
多くの社寺建築に携わり、重要文化財等の保存に
貢献されてきました。有名な宮島町の不

きえずの
消霊

れい
火
か

堂
どう

や尾道市の浄
じょう

土
ど

寺
じ
（国宝）の庫

く
裏
り

と客
きゃく

殿
でん

などの再
建や修復も手掛けられています。

合同会社あおが（岩
いわ

崎
さき

積
つもる

代表社員）が、「どぶろ
く（その他の醸造酒）」の製造免許の交付を受け
られました。昨年６月に三次市が国の構造改革特
区の認定を受けた「山紫水明の郷・三次どぶろく
特区」を活用した、三次で初めての取り組みです。

農家レストラン「こいこい屋（青河町）」で10
月下旬から仕込みを開始し、11月下旬には三次の
どぶろく第１号「しろいホタル」が完成予定です。

奥田元宋・小由女美術館
入館者100万人を達成！ 「森の名手・名人」に認定！

三次のどぶろく
第１号「しろいホタル」に乾杯！

美術館ロビーでのセレモニーの様子

認定書授与式での記念撮影（左から徳岡さん、増田市長）

三次税務署長から免許通知書の交付を受ける岩崎さん（左）

10 14
金

10 5
水

10 17
月

世界大会・全国大会出場
おめでとうございます （敬称略）

名　前（所属等） 大会名（開催日／開催地）

早
そう

田
だ

　知
とも

孝
たか

十日市小学校出身
九州産業大学３年

空手１プレミアリーグ
（10月１日・２日/沖縄県）

梶
かじ

岡
おか

　憲
けん

治
じ

三次ソフトテニスＣ

第29回全国健康福祉祭ながさき大会
（ねんりんピック長崎2016）
ソフトテニス（10月15日～17日/長崎県）

第71回国民体育大会「2016希望郷いわて国体」
� （10月１日～11日）

名　前（所属等） 種　目

平
ひら

田
た

　拳
けん

士
じ
（１年）

河
かわ

名
な

真
ま

偉
い

斗
と
（２年） 三次高校レスリング部

レスリング少年男子

沖
おき

土
ど

居
い

咲
さ

希
き

 十日市中学校出身、�
　広島文教女子大学附属高校３年 サッカー女子

古
ふる

本
もと

　幸
こう

希
き

・佐
さ

久
く

間
ま

雄
ゆう

大
だい

　十日市中学校出身

熊
くま だ 

田　亮
りょう

平
へい

 塩町中学校出身
　（広島新庄高校３年）

特別競技
高等学校野球（硬式）
【準優勝】

近
こん

藤
どう

　頼
らい

太
た
 明治大学２年

柏
かしわ

田
だ

　直
なお

紀
き
 専修大学３年

河
かわ

名
な

真
ま

寿
す

斗
と
 専修大学４年�����（三次高校出身）

レスリング成年男子

中
なかしげ

重　　勝
まさる
 三次高校出身、広島県警察本部

ライフル射撃成年男子
CP60M／CP30M【優勝】

畠
はた

田
だ

　奈
な

美
み
 塩町中学校出身、CLUB北九州

ソフトボール成年女子
（福岡県代表）
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これまで三次市吹奏楽演奏会（主催：三次ラ
イオンズクラブ）として親しまれてきた演奏会
は今回で21回目を迎え、名称を「三次きらき
らコンサート」としてスタートしました。

市内中学校の７校（作木中学校・三次中学校・
三良坂中学校・八次中学校・吉舎中学校・塩町
中学校・十日市中学校）による、琴や吹奏楽の
演奏に続いて、三次高校吹奏楽部の皆さんが特
別出演。生徒たちの真剣な姿はキラキラと輝い
ており、会場は澄み切った迫力のある音色で包
み込まれました。

三次きらきら
　　コンサート

（三次市民ホールきりり）

10 8
土

八次中学校

三次高校吹奏楽部

三次中学校

塩町中学校

三良坂中学校 十日市中学校 作木中学校

吉舎中学校
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問 健康推進課健康企画係　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

特定健診は、血液検査と尿検査を中心にした検査です。糖尿病、高血圧をはじめとする、長引
く病気の兆候・リスクを詳しく調べます。
●健診でわかる病気　�高血圧症・動脈硬化・脂質異常症・糖尿病・肝硬変・アルコール性肝臓病・

腎不全など
●健診費用　無料（国保が8,330円の検査費用を全額負担します。）　　　
●受診方法　①市内では下記の医療機関で受けられます。直接医療機関へご予約ください。
　　　　　　②持参物：三次市国民健康保険被保険者証・特定健康診査受診券（ピンク色）
●受診期限　平成29年２月28日（医療機関の診療日）

40歳～74歳の三次市国民健康保険に加入の方へ
特定健康診査（特定健診）を受診しましょう

生活習慣病予防教室
（血管若返り教室）参加者を
募集
●対　象
　�おおむね40歳～74歳の三次市民の方
●内　容
　�運動・食事・お口の健康についての実
技と講義

●費　用　200円
●申込方法
　�開催日の１週間前までに電話でお申し
込みください。

申・問 三良坂支所　☎（0824）52-3111
　　　甲奴支所　　☎（0847）67-2122

と　き ところ
11月25日㈮～
平成29年２月7日㈫ みらさか福祉センター

12月５日㈪～
平成29年２月13日㈪

甲奴コミュニティ
センター

※�８回の連続講座です。開催時間等の詳細はお問い合
わせください。

元気づくり応援カードの応募は
12月１日（木）までです！
抽選で600人に、お
でかけ利用券や運動
グッズなどの特典品が
当たります。５ポイント
集めてご応募ください。

地　域 医療機関名 お問い合わせ

三次町
荒瀬外科 ☎（0824）62-2001
佐々木医院 ☎（0824）62-2824
箕岡内科医院 ☎（0824）62-3183

十日市

岡崎医院 ☎（0824）63-5307
こね森内科医院 ☎（0824）65-1071
清水医院 ☎（0824）65-2151
瀬山備北内科 ☎（0824）63-1311
内科外科鳴戸医院 ☎（0824）62-3011
野村内科医院 ☎（0824）62-2820
福原内科胃腸科 ☎（0824）62-2303
堀川レディースクリニック ☎（0824）63-9412
松尾整形外科リハビリクリニック ☎（0824）63-3380

八　次
大倉医院 ☎（0824）62-1321
近藤医院 ☎（0824）62-2681
藤谷クリニック ☎（0824）63-7227

地　域 医療機関名 お問い合わせ
酒屋 いとう内科クリニック ☎（0824）64-8880
和田 佐竹医院 ☎（0824）66-1013
川地 重信医院 ☎（0824）68-2020
川西 川西診療所 ☎（0824）69-2009

三良坂町 たかば内科医院 ☎（0824）44-2025
高場クリニック ☎（0824）44-2057

吉舎町
田中医院 ☎（0824）43-2109
星田医院 ☎（0824）43-2581
三浦クリニック ☎（0824）43-2020

甲奴町 甲奴診療所 ☎（0847）67-2101
布野町 中村医院 ☎（0824）54-2006
三和町 津島医院 ☎（0824）52-2116
君田町 君田診療所 ☎（0824）53-2020
作木町 作木診療所 ☎（0824）55-3651

問 健康推進課健康企画係
　 ☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

毎月第３土曜日は
「みよしウォーキングの日」です

と　き 受　付 集合場所 歩行距離
（予定）

11月19日㈯ ９時30分～ 海渡町公会堂 約3.6㎞

12月17日㈯ ９時30分～ 市役所吉舎支所駐車場 約4.0㎞
※事前申し込みは不要です。荒天時は中止とします。
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健康相談等のお知らせ（広島県北部保健所）
相　談 と　　き と　こ　ろ そ　の　他 申し込み・問い合わせ先

エイズ検査・相談
12月８日（木）
受付時間

13時～15時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎
第３庁舎）

三次市十日市東
4-6-1

検査は無料・匿名で受けられます。
結果はその日にお知らせできます。
相談は随時実施しています。

電話でご予約ください。
秘密は厳守します。
広島県北部保健所
保健課保健対策係
☎（0824）63-5181㈹
� （内線3342、3343）
（0824）63-5190
※�電話をお使いになれない場合は
FAXでお申し込みください。

《入選作品展示》

「食育」絵画コンクール入賞作品を表彰
平成28年度「食育」絵画コンクールに市内の小学校22校704

人から応募があり、子どもたちが描いた様々な「食育」の絵や
メッセージが寄せられました。

問 健康推進課健康企画係　 ☎（0824）62-6232　　 （0824）62-6382

特選作品

平成28年度「８
ハチ

０
マル

２
ニイ

０
マル

達成者」を紹介します
「８０２０運動」とは、生涯自分の歯で食べる楽しみを味わうため、80歳になっても自分の歯

を20本以上保とうとする運動です。

11月13日（日）～18日（金）　三次市福祉保健センター１階 エントランスホール
11月21日（月）～28日（月）　サングリーン１階 センターコート

（敬称略）

受賞者�

特　選 福
ふく

井
い

　　花
はな
（吉舎小３年）

入　選
田
た

中
なか

　愛
まな

実
み
（八次小６年）

樋
ひ

川
かわ

　沙
さ

希
き
（八次小５年）

行
ゆき

政
まさ

　日
ひ

菜
な
（三和小１年）

割
わり

下
した

　　萌
もえ
（吉舎小６年）

絹
きぬ

谷
たに

　虎
た け る

琉（八次小２年）

佳　作

傳
でん

明
みょう

地
じ

 古
こ

都
と

音
ね
（吉舎小６年）

廣
ひろ

川
かわ

　　雫
しずく
（吉舎小５年）

中
なか

山
やま

　明
あ

希
き
（みらさか小５年）

沖
おき

田
た

　真
ま

歩
ほ
（小童小４年）

福
ふく

利
り

　美
み

空
く
（吉舎小３年）

大
だい

丸
まる

　稜
りょう

太
た
（八次小２年）

谷
たに

田
だ

　実
み

月
づき
（十日市小１年）

綿
わた

谷
だに

　有
ゆ

里
り
（川地小６年）

松
まつ

岡
おか

　悠
ゆう

真
ま
（吉舎小５年） 

中
なか

垣
がき

　寧
ね

々
ね
（吉舎小４年）

坂
さか

村
むら

　渉
しょう

太
た
（田幸小４年）

藤
ふじ

本
もと

　倖
ゆき

奈
な
（八次小３年）

戸
と

田
だ

　松
しょう

真
ま
（河内小２年）

森
もり

宗
むね

　芽
め

唯
い
（粟屋小１年）

紙
かみ

山
やま

　志
し

歩
ほ
（吉舎小５年）

高
た か え

永甲
こう

 大
だい

輝
き
（川地小５年）

大
おお

屋
や

　桜
さくら

子
こ
（吉舎小４年）

加
か

井
い

妻
づま

 綾
あや

音
ね
（粟屋小３年）

佐
さ

藤
とう

　　佑
たすく
（酒河小２年）

大
おお

門
かど

 はづき（十日市小1年）

天
あま

野
の

　省
せい

吾
ご

永
なが

谷
たに

　英
ひで

成
しげ

森
もり

保
やす

　文
ぶん

三
そう

堀
ほり

内
うち

　サチエ 湊
みなと

　　徑
みち

子
こ

小
お

川
がわ

　金
かね

子
こ

竹
たけ

岡
おか

　道
みち

男
お

伊
だ

達
て

　稔
みのる

宮
みや

本
もと

　至
みち

雄
お

伊
い

藤
とう

　　洋
ひろし

三
み

宅
やけ

　スミエ 吉
きっ

川
かわ

　百
ゆ

合
り

子
こ

有
あり

原
はら

　武
たけ

子
こ

才
さい

田
た

　英
ひで

世
よ

大
おお

田
た

　雅
まさ

己
み

桑
くわ

𠩤
ばら

　謹
きん

二
じ

榎
え

並
なみ

　　修
おさむ

池
いけ

田
だ

　幸
さち

子
こ

山
やま

本
もと

　一
かず

男
お

中
なか

山
やま

　光
みつ

之
ゆき

藤
ふじ

岡
おか

　秀
ひで

明
あき

森
もり

川
かわ

　陽
よう

次
じ

藤
ふじ

川
かわ

　清
きよ

德
のり

上
うえ

落
おち

　薫
かおる

乙
おと

重
しげ

　裕
ひろ

子
こ

鴨
かも

　　道
みち

江
え

岩
いわ

崎
さき

　孝
たか

子
こ

久
く

保
ぼ

井
い

　啓
ひろ

之
ゆき

川
かわ

崎
さき

　弘
ひろ

子
こ

道
みち

下
した

　ムユキ

福
ふく

間
ま

　シズヱ 八
やた

谷
がい

　志
し

保
ほ

子
こ

（敬称略）

問 三次市歯科衛生連絡協議会事務局（健康推進課内）
 　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382
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問 一般社団法人地域包括支援センターみよし　☎（0824）65-1146　 （0824）65-1132
※医療・介護等専門職の方からの情報提供は、三次市認知症初期集中支援チーム（☎070-3771-1109）にお知らせください。

問 一般社団法人地域包括支援センターみよし　☎（0824）65-1146　 （0824）65-1132
　 高齢者福祉課高齢者福祉係　　　　　　　　☎（0824）62-6145　 （0824）62-6285

市では、認知症になっても安心して暮らし続けられるように、認知症またはその疑いのある方や家
族に早期に関わる「認知症初期集中支援チーム」を設置しました。チームは、認知症サポート医、看護師、
社会福祉士、介護福祉士等の専門職で構成し、三次地区医師会に設置しています。

●活動の内容
　�認知症またはその疑いのある方やそのご家族をチーム員が訪問し、相談に応じます。また、必要に
応じて認知症に関する情報の提供や医療機関の受診、介護保険サービスの利用に関する説明や心理
的なサポート、助言などを行います。

●支援の対象者
　�40歳以上の市民（自宅で生活をしている方で、認知症が疑われる方や認知症の方）で、次の①～④
のいずれかに該当する方
　　①認知症の診断を受けていない方　②継続的な医療を受けていない方
　　③ 介護保険サービスを受けていないまたは中断している方　④認知症の症状が強く、どのように

対応したらよいのか困っている方

「三次市認知症初期集中支援チーム」を設置しました！

虹色サロン（認知症カフェ）
「虹色サロン」は、認知症の方やその家族だけでなく、市民の方誰もが気軽に立ち寄って、みんな

で一緒にお茶を飲み、話し、交流する場所です。また、認知症に関する相談にも応じます。

●参 加 費　100円
●運営スタッフ　キャラバン・メイト
　　　　　　　　公益社団法人認知症の人と家族の会広島県支部　三次家族の会
　　　　　　　　一般社団法人地域包括支援センターみよし

ところ と　き
サングリーン（十日市東） 12月� 8日（木）13時～15時　※毎月第２木曜日に開催

よりんさい（三次町） 11月23日（水・祝）13時～15時
12月28日（水）13時～15時　※毎月第４水曜日に開催

グループホームさくぎ　天
てん
楽
らく
庵
あん
（作木町） 12月20日（火）14時～15時30分

平成28年度三次市在宅医療・
介護連携推進事業
転倒予防研修会

地域包括ケア講演会
～認知症の人を地域で支える～

●と　き　11月26日（土）14時～16時
●ところ　みよしまちづくりセンター
　　　　　ぺぺらホール
●内　容　講演「�転倒予防川柳で学ぶ�

転ばぬ先の杖と知恵」
　　　　　講師　学校法人日本体育大学
　　　　　　　　日体大総合研究所
　　　　　　　　所長　武

む
藤
とう
　芳
よし
照
てる
さん

●参加費　無料

地域包括ケア推進連絡会議（三次地区医師会・三次
市社会福祉協議会・地域包括支援センターみよし・三
次市）では、地域団体や住民の皆さんに地域包括ケア
システムの必要性やその内容を知っていただくことを
目的に講演会を開催します。
●と　き　12月３日（土）13時30分～15時
●ところ　川西コミュニティセンター
●内　容　•寸劇「いつまでも　このまちで」
　　　　　　出演　地域包括支援センターみよし職員
　　　　　•講演「かかりつけ医の認知症診療」
　　　　　　講師　佐竹医院　院長　佐

さ
竹
たけ
　辰
たつ
男
お
さん 問 一般社団法人三次地区医師会

 　☎（0824）62-1108　 （0824）64-3834
 　高齢者福祉課高齢者福祉係
 　☎（0824）62-6145　 （0824）62-6285

問 一般社団法人地域包括支援センターみよし
 　☎（0824）65-1146　 （0824）65-1132
 　高齢者福祉課高齢者福祉係
 　☎（0824）62-6145　 （0824）62-6285
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行事のお知らせ
行事名 離乳食講座 子育て相談
と　き 12月６日（火）　13時30分～15時30分 12月８日（木）　９時30分～11時
ところ 三次市生涯学習センター３階調理実習室 三次市福祉保健センター３階
対　象 ５カ月頃～18カ月頃までの乳幼児を子育て中の保護者 乳幼児とその保護者

内容など
みんなで一緒に離乳食を作りながら、楽しく交流しま
しょう！ 10人で締め切ります。
・託児を行いますので、ご希望の方はお知らせください。
・申込締切　11月29日（火）

身体計測、離乳食、食事、歯とお口、育児のことなど、
気軽にご相談ください。

申し込み・
問い合わせ先

健康推進課健康企画係
☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

健康推進課健康推進係
☎（0824）62-6257　 （0824）62-6382

通学区域自由化の届け出を受け付けています
教育委員会では、児童・生徒・保護者の多様なニーズに応えるため、市内の小・中学校の通学区域

を自由化し、特色ある学校づくり、魅力ある学校経営を推進しています。
現在、平成29年度入学分の届け出を受け付けています。通学区域自由化による指定学校の変更を

希望する場合は、「学校選択希望届出書」を提出してください。
●対象者　・市内に居住する、次年度小・中学校に入学する児童
　　　　　・他市区町村から転入する児童・生徒

●届出書の入手方法
　・小学校新１年生⇒就学時健康診断の通知に同封しています。
　・中学校新１年生⇒小学校から関係資料とともに配付しています。
　・�他市区町村からの転入者⇒転入手続きの際、市民課市民窓口係�
および各支所の窓口でお渡しします。

●提出期限　平成28年11月30日（水）　●提出先　現在通学している小学校または学校教育課

※�市内転居、教育上の配慮等の諸事情により指定学校の変更を希望される場合は、指定学校変更の申し立てができます。詳しくはお
問い合わせください。
※�通学区域自由化制度により小学校を変更した場合においては、変更後の小学校が属する中学校区の中学校が指定学校になります。
指定学校以外の中学校への進学を希望する場合は、中学校進学時に改めて学校選択希望届出書を提出してください。
※指定学校へ入学する場合は、学校選択希望届出書の提出は必要ありません。

問 学校教育課学校教育係　☎（0824）62-6184　 （0824）62-6288

　～仕事も家事も上手にやっていきたい。完璧を求めず、よき母・父でいられるには！～
●と　き　11月26日（土）�10時～ 11時30分
●ところ　十日市コミュニティセンター２階　講座室
●講　師　（一社）倫理研究所�　田中コトミさん
●参加費　200円（テキスト・お菓子代）※託児あり

第２回（通算31回）ふわりん 子育てセミナー
「仕事と子育てを両立するコツ」

問 家庭倫理の会三次市
 　☎080-1912-0740（井上）

問 ㈱小学館集英社プロダクション
 　〒541-0047
　 大阪市中央区淡路町4-4-11
　 アーバネックス淡路町ビル２階採用M係
 　☎（06）6206-0003（担当：深田）

●事　　業：保育所運営（勤務地：東光保育所、十日市保育所、愛光保育所）
●職　　種：①保育士（正社員・パート）、②調理員（正社員・パート）※勤務地は要相談
●給　　与：①②正社員157,000円～ 170,000円
 〔経験給導入、賞与（年２回）および一時金（年１回）有り〕
　　　　　　①②パート850円～ 910円〔経験給導入、一時金（年１回）有り〕
●勤務時間：①②シフト制　４～８時間／日（週２～５日勤務可能な方）
●休　　日：①②日曜・祝日、12/29 ～１/３ ※応相談
●資　　格：①保育士免許（幼稚園教諭免許可）
●待　　遇：①②有給休暇、労災保険、雇用保険・社会保険（勤務時間による）
　　　　　　①②健康診断費用全額負担
●応　　募： 電話連絡後、履歴書（写真付）を郵送してください。書類選考のうえ、

面接日を連絡します。

東光保育所・十日市保育所・愛光保育所
お子様の人数増加に伴い職員大募集！

広告
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「
三
次
藩
札
」を
販
売
し
ま
す

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き（
10
％
）の
商
品
券

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
販
売
開
始　
11
月
27
日（
日
）

※
完
売
に
な
り
次
第
、
販
売
終
了
し
ま
す
。

●
販
売
冊
数　
約
１
万
８
，０
０
０
冊

●
販
売
価
格　
１
冊
１
万
円　

※
額
面
１
，０
０
０
円
の
商
品
券
11
枚
つ
づ
り

● 

販
売
窓
口

◦
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

◦
三
次
広
域
商
工
会
本
所（
三
良
坂
町
）

●
販
売
時
間　
10
時
～
17
時

●
購
入
限
度

　
１
人
に
つ
き
１
回
10
冊
ま
で

●
利
用
期
間　
11
月
27
日（
日
）～

　
平
成
29
年
２
月
28
日（
火
）

【
注
】事
前
購
入
申
し
込
み
は
が
き
の
引
き
換
え
は
、

11
月
２
日（
水
）か
ら
11
月
16
日（
水
）ま
で
で
す
。

期
間
を
過
ぎ
た
引
換
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

問 

三
次
商
工
会
議
所

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

３
１
２
５

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

５
２
０
０

　
三
次
広
域
商
工
会

　
☎（
０
８
２
４
）４
４

－

３
１
４
１

　

（
０
８
２
４
）４
４

－

３
３
９
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

「
通
知
カ
ー
ド
」を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す

　
郵
便
局
で
保
存
期
間
が
経
過
し
た
な
ど

の
理
由
で
お
届
け
で
き
な
い「
通
知
カ
ー

ド
」を
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
受
け
取
ら
れ
て
い

な
い
方
は
、
次
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
保
管

場
所
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」を

 

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い

　
「
個
人
番
号
カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）」を
申
請
し
、「
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
兼
照

会
書（
は
が
き
）」が
届
い
た
方
は
、
必

要
書
類
を
用
意
し
て
、
旧
三
次
市
内
に
お

住
ま
い
の
方
は
市
民
課
で
、
支
所
管
内
に

お
住
ま
い
の
方
は
各
支
所
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課
市
民
窓
口
係（
通
知
カ
ー
ド
・

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
０

広
島
法
務
局
か
ら
山
耕
地

番
重
複
解
消
作
業
に
伴
う

「
通
知
書
」が
届
い
た
方
へ

　
通
知
書
に
あ
る
変
更
前
の
地
番
を
住
所

と
し
て
い
る
方
は
、
市
民
課
へ
申
し
出
る

こ
と
に
よ
り
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

変
更
後
の
地
番
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
通
知
書
に
あ
る
変
更
前
の
地
番

を
本
籍
と
し
て
い
る
方
は
、
必
ず
し
も
変

更
の
申
し
出
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
申
し
出
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

市
民
課
市
民
窓
口
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
８

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

11
月
12
日（
土
）～
25
日（
金
）は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」の
実
施
期
間
で
す

　
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
、売
買
春
、セ
ク
シ
ャ
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
運
動
を
一
つ
の
き
っ
か

け
に
し
て
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問 

女
性
活
躍
支
援
課
女
性
活
躍
支
援
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
４

－

６
０
１
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
０
０

11
月
は
下
水
道
接
続
強
化
月
間

～
市
職
員
が
一
斉
訪
問
し
ま
す
～

　
下
水
道
は「
汚
れ
た
水
」を「
き
れ
い
な

水
」に
よ
み
が
え
ら
せ
て
自
然
に
戻
す
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道
に
未
接
続

と
な
っ
て
い
る
家
屋
の
接
続
促
進
に
向
け

て
、
市
職
員
が
一
斉
に
戸
別
訪
問
し
ま
す
。

※
下
水
道
へ
接
続
す
る
と
、
生
活
環
境
が
よ
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
側
溝
や
河
川
が
き
れ
い
に
な
り
、
自
然

環
境
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

下
水
道
等
を
ご
利
用
の
方
へ

使
用
人
数
な
ど
の
変
更
は

必
ず
届
け
出
を

　
「
人
数
」や「
井
戸
水
量
の
認
定
」で
下

水
道
使
用
料
を
算
定
し
て
い
る
ご
家
庭
に

お
い
て
、
使
用
人
数
の
変
更
や
使
用
中
止

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
下
水
道
課
ま
た
は

各
支
所
に
使
用
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
注
】変
更
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
使
用
状
況
の
把

握
が
で
き
な
い
た
め
、
正
し
い
使
用
料
の
請
求
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

下
水
道
課
管
理
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
５
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
５
６

農
業
所
得
者
の
方
へ

確
定
申
告
の
た
め
の
講
習
会

　

収
支
内
訳
書（
決
算
書
）作
成
の
仕
方

な
ど
を
中
心
と
し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
無
料
の
講
習
会
で
す
の
で
、
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と　
き　
12
月
14
日（
水
）

　
1
回
目
：
10
時
～
11
時
30
分

　
2
回
目
：
14
時
～
15
時
30
分

※
１
回
目
と
２
回
目
は
同
じ
内
容
で
す
。

●
と
こ
ろ　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

● 

対　
象　
農
業
所
得
者
で
確
定
申
告
が

必
要
な
方

問 

三
次
税
務
署

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

２
７
２
１

　

 w
w

w
.nta.go.jp

一
般
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源
泉
所
得
税
の
納
付
は
、簡

単・便
利
な 

「
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
事
前
に
税
務
署
に
届
け
出
を
し
て
い
た

だ
く
と
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
徴

収
高
計
算
書
を
作
成
し
、
即
時
ま
た
は
指

定
し
た
期
日
に
、
指
定
し
た
金
融
機
関
の

口
座
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法

で
す
。

　
金
融
機
関
や
税
務
署
の
窓
口
に
出
向
く

必
要
が
な
く
、
大
変
便
利
で
す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 

三
次
税
務
署

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

２
７
２
１

　

 w
w

w
.nta.go.jp

補
助
・
支
援

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

　
市
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
団
体
が
行
う

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
新
設
や
蛍
光
管
等
か
ら

Ｌ
Ｅ
Ｄ
管
球
へ
の
取
り
替
え
に
要
す
る
工

事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対　
象

◦ 

公
道
等
、
不
特
定
多
数
の
通
行
利
用
が

あ
る
場
所
へ
の
防
犯
灯
設
置

「市民のポスト」をご利用ください

●利用方法　次のいずれかの方法で投稿できます。
　①�市役所本館・各支所などに設置している「市民の意見用紙」に必要事項を記入し、備え付けの「市

民のポスト」に投函
　②市ホームページの「市民のポスト」送信フォームに必要事項を入力し送信
　③�各コミュニティセンターなどに設置している「市民の意見用紙」に必要事項を記入し、備え付けの「専
用封筒（切手貼付不要）」に入れて郵便ポストに投函

市民の皆さんからの市政に対するご意見やまちづくりに対するご提案などをお聞きするために「市民
のポスト」を設置しています。ご意見・ご提案をお待ちしています。

●ご利用上の注意点
※�回答を必要とする場合は、必ず名前、住所、電話番号を記入してください。個人情報はご意見に対する回答、またはご意見などの集約
のために使用し、他の目的には使用しません。
※�回答にはおおむね10日間（閉庁日を除く）かかります。軽易な問い合わせや至急連絡を必要とする場合は、直接担当部署にお問い合わ
せください。
※次のいずれかに該当する場合は、回答いたしかねます。

問 秘書広報課秘書広報係　☎（0824）62-6103　 （0824）62-6223

●「市民のポスト」設置場所
市役所本庁
（本館１階�JA三次�市役所支店窓口前）
みよしまちづくりセンター（１階）
三次市福祉保健センター（１階）
水道局
君田支所
布野支所
作木支所
吉舎支所
三良坂支所
三和支所
甲奴支所

●「専用封筒」設置場所
河内コミュニティセンター 田幸コミュニティセンター
三次コミュニティセンター 川西コミュニティセンター
粟屋コミュニティセンター 三良坂コミュニティセンター
川地コミュニティセンター 甲奴コミュニティセンター
青河コミュニティセンター 君田生涯学習センター
十日市コミュニティセンター 布野生涯学習センター
酒屋コミュニティセンター 吉舎生涯学習センター
八次コミュニティセンター 文化センターさくぎ
和田コミュニティセンター みわ文化センター
神杉コミュニティセンター

①内容、趣旨が不明なもの
②必須入力項目（名前、住所、電話番号など）に不備があるもの
③個人・団体を誹謗中傷するものやプライバシーに関するもの
④営利を目的としているもの
⑤公序良俗に反するもの
⑥同じ投稿者による２回目以降の投稿で、内容が前回と同様または関連しているもの（直接担当部署へお問い合わせください）
⑦その他、回答に適さないと認められるもの
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問 

市
立
三
次
中
央
病
院

　

 

病
院
企
画
課
安
全
管
理
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

０
１
０
１

　

（
０
８
２
４
）６
５

－

０
１
５
０

が
ん
の
早
期
発
見
に
！

「
Ｐペ
ッ

ト
Ｅ
Ｔ
検
診
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
立
三
次
中
央
病
院
で
は
、
が
ん
の
早

期
発
見
を
目
的
に
、
病
巣
部
を
速
や
か
に

診
断
す
る「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
」と
、
細
か
な

位
置
情
報
を
見
つ
け
る「
Ｃ
Ｔ
画
像
」が

ひ
と
つ
に
な
っ
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
と

Ｃ
Ｔ
検
査
が
一
度
に
で
き
る
の
で
診
断
の

精
度
が
向
上
し
、
よ
り
詳
細
な
病
変
を
検

出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

●
検
診
料
金　
８
６
，４
０
０
円（
税
込
）

※
20
歳
以
上
の
三
次
市
民
の
方
に
は
、
市
か
ら
1
万
円

の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

問 

市
立
三
次
中
央
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

０
６
２
０

　

（
０
８
２
４
）６
５

－

０
６
２
１

◦ 
工
事
費
用
に
は
防
犯
灯
設
置
に
必
要
な

経
費
も
含
む

【
注
】駐
車
場
や
個
人
の
敷
地
内
を
照
ら
す
も
の
、
営

利
行
為
も
の
は
対
象
外

● 

補
助
金
額　
防
犯
灯
１
灯
当
た
り
工
事

費
用
の
２
分
の
１

　

 （
上
限
３
万
円
、１
，０
０
０
円
未
満
切

り
捨
て
）

● 

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
と
添
付
書

類（
①
工
事
見
積
書
②
位
置
図
③
工
事

前
写
真
④
電
力
会
社
が
発
行
す
る
工
事

票
の
写
し
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

申
・
問 

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
１
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

２
９
５
１

福

　祉

三
次
市
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
案
内

や
ま
な
み
カ
フ
ェ

　
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
や
ま
な
み
」

は
、
病
気
や
障
害
等
の
あ
る
方
が
当
事
者

同
士
で
悩
み
を
分
か
ち
合
う
互
助
団
体
で

す
。
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し

て
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け

る
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
、
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
ょ
う
！

●
と　
き　
12
月
６
日（
火
）

　
13
時
～
15
時
30
分

障
害
者
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ「
わ

か
ち
あ
い
の
集
い
」

　
こ
の
集
い
は
、
病
気
や
障
害
等
の
方
を

対
象
に
月
に
1
回
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加

者
が
み
ん
な
に
聞
い
て
み
た
い
テ
ー
マ
を

出
し
合
い
、
思
い
を
話
し
合
い
ま
す
。
言

い
っ
ぱ
な
し
、聞
き
っ
ぱ
な
し
の「
集
い
」

で
す
。
初
め
て
の
方
も
気
楽
に
集
っ
て
、

交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
12
月
17
日（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

● 

と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階　
活
動
交
流
室

問 

三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
１

　

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
２

医
療
保
険

救
急
診
療
等
の
制
限
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
電
気
設
備
点
検
の
た

め
、
外
来
救
急
患
者
の

診
療
と
入
院
患
者
へ
の

面
会
を
制
限
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
と　
き

　
11
月
20
日（
日
）８
時
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ　
サ
ン
グ
リ
ー
ン
２
階　
催
事
場

統
合
失
調
症
の
方
の
家
族
学
習
会

　
統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族
を
対
象
に
、

病
気
の
理
解
や
対
応
の
仕
方
な
ど
を
学
習

し
ま
す
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
者
同
士
で
、

気
軽
に
集
っ
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
12
月
８
日（
木
）

　
12
時
～
15
時

● 

と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階　
活
動
交
流
室

● 

内　
容　
お
い
し
い
お
弁
当
を
食
べ
な

が
ら
、
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

●
参
加
費　
１
，０
０
０
円

 

（
お
弁
当
と
お
や
つ
代
）

● 
申
込
方
法　
注
文
の
都
合
上
、
必
ず
12

月
５
日（
月
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

南
部
ソ
ー
シ
ャ
ル
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

　
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
は
、
南
部
３
町（
三

良
坂
・
吉
舎
・
甲
奴
）の
病
気
や
障
害
を

お
持
ち
の
方
が
、
ホ
ッ
と
一
息
で
き
る
場

と
し
て
、
ま
た
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
者
同

士
の
話
し
合
い
の
場
と
し
て
、２
カ
月
に

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
12
月
15
日（
木
）

　
10
時
～
12
時
30
分

● 

と
こ
ろ　
三
良
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

●
内　
容　
そ
ば
打
ち

●
参
加
費　
３
０
０
円

● 

申
込
方
法　
12
月
13
日（
火
）ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

PET-CT 装置
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⓫い
い
月
㉚み
ら
い日
は

「
年
金
の
日
」で
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用
す
る
と
、

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
将
来
の

年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
で
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用

し
て
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

問 

日
本
年
金
機
構
三
次
年
金
事
務
所

　
（
国
民
年
金
課
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

３
１
０
７

募

　集

三
次
市
職
員
採
用
資
格
試
験

医
療
職

●
採
用
職
種

　
看
護
師
・
助
産
師
・
社
会
福
祉
士

●
受
験
資
格（
詳
細
は
受
験
案
内
を
参
照
）

　
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
人

●
採
用
予
定
時
期

　

 

平
成
29
年
４
月
１
日
採
用（
資
格
取
得

見
込
み
の
人
は
資
格
取
得
後
採
用
）

●
応
募
締
切　
12
月
14
日（
水
）

●
試
験
日　
12
月
23
日（
金
・
祝
）

●
受
験
案
内
・
申
込
書
の
入
手
方
法

　

 

市
役
所
本
庁
・
各
支
所
ま
た
は
市
立
三

検 
索

申
・
問 

自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部

　
三
次
地
域
事
務
所

　
☎
・

　
　
（
０
８
２
４
）６
２

－

０
３
５
０

　

 http://www.mod.go.jp/pco/hiroshima/

「
三
次
観
光
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
」を
募
集

　
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、
三

次
の
観
光
宣
伝
活
動
等
を
行
う「
三
次
観

光
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
」を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　
５
人
程
度

● 

募
集
要
件　
18
歳
以
上
の
人
で
、
三
次

市
の
観
光
事
業
に
関
心
が
あ
り
、
三
次

市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
意
欲
の
あ
る
人

●
活
動
期
間

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
１
年
間

　
（
更
新
可
能
）

● 

応
募
方
法　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、

名
前
、
連
絡
先
、
年
齢
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　
12
月
16
日（
金
）

※
選
考
会
な
ど
に
つ
い
て
は
別
途
応
募
者
に
案
内
し
ま
す
。

応
募
・
問 

三
次
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
実
行
委
員
会（
事
務
局
：
観
光
交
流
課
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
６
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
５

次
中
央
病
院
で
受
け
取
れ
る
ほ
か
、
郵

送
に
よ
り
請
求
で
き
ま
す
。
ま
た
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

※
郵
送
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
左
下
に
赤
字
で
希

望
職
種
お
よ
び「
受
験
案
内
・
申
込
書
請
求
」と
書

き
、１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
Ａ
４
版
の
返
信
用
封

筒（
返
信
先
を
明
記
）を
同
封
し
て
送
付
の
こ
と

応
募
・
問 

総
務
課
職
員
係

　
〒
７
２
８
‐
８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
８
‐
１

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
０
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

平
成
28
年
度
自
衛
官
等
採
用
試
験

募集種目 応募資格
（平成29年４月１日現在） 受付期間 試験期日

自衛官候補生 18歳以上
27歳未満の男子

年間を通じて
受け付けてい
ます

11月20日（日）・
21日（月）の内１日

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

推　
薦

17歳未満の中卒（見込
み含む）男子で、成績
優秀かつ学校長の推薦
が受けられる方

11月１日（火）
～12月２日

（金）

平成29年１月７日（土）～
９日（月・祝）の内１日

一　
般

17歳未満の中卒（見
込み含む）男子

11月１日（火）
～平成29年
１月６日（金）

１次：平成29年１月21日（土）
２次： 平成29年２月２日（木）

～５日（日）の内１日
※詳しくは、自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧ください。

三
次
の
観
光
資
源
を
再
発
見
！

「
み
よ
し
の
地
域
観
光

百
選
」を
募
集

　
三
次
に
し
か
な
い
景
観
や
今
に
伝
わ
る

伝
統
、
そ
の
地
域
に
と
っ
て
自
慢
の
景
色

な
ど
、
三
次
に
し
か
な
い
、
三
次
で
し
か

見
ら
れ
な
い
地
域
の
魅
力
を
募
集
し
ま
す
。

審
査
を
行
っ
た
後
、
認
定
し
た
も
の
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
観
光
資
源
と

し
て
情
報
発
信
し
ま
す
。（
現
在
の
認
定

数
84
点
）

●
受
け
付
け
る
観
光
資
源
等
の
景
観

◦ 

自
然
豊
か
な
三
次
な
ら
で
は
の
自
然
美

◦ 

地
域
に
残
る
祭
や
変
わ
っ
た
慣
例
な
ど
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
行
事

◦ 

神
社
仏
閣
、
お
地
蔵
、
街
並
み
な
ど
後

世
に
伝
え
た
い
景
観
や
建
造
物

◦ 

ど
こ
よ
り
も
美
し
く
見
え
る
夕
日
、
田

植
え
の
終
わ
っ
た
美
し
い
棚
田
な
ど
、

そ
こ
に
住
む
人
し
か
知
ら
な
い
景
色

◦ 

そ
の
他
、
特
定
の
場
所
や
時
間
で
な
い

と
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
景
色（
迫
力

あ
る
景
観
、
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い

ス
ポ
ッ
ト
、
不
思
議
な
眺
め
な
ど
）

● 

応
募
方
法　
デ
ジ
タ
ル
画
像（
１
～
５

Ｍ
Ｂ
）と
５
０
０
字
以
内
の
紹
介
文
を

観
光
交
流
課
へ
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

応
募
・
問 

観
光
交
流
課
観
光
交
流
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
６
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
５

　

kankou

＠city.miyoshi.hiroshima.jp
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「
三
次
市
地
産
地
消
の
店
」

を
募
集

　
「
三
次
市
地
産
地
消
の
店
」は
、
三
次

産
の
農
産
物
等
を
積
極
的
に
食
材
に
使
用

し
た
料
理
を
提
供
し
て
い
る
飲
食
店
と
し

て
市
が
認
定
し
た
お
店
で
す
。
現
在
、
市

内
43
店
舗
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

● 

応
募
資
格　
広
島
県
内
に
店
舗
を
構
え
、

次
の
４
つ
の
基
準
の
う
ち
２
つ
以
上
を

満
た
す
飲
食
店
で
す
。

① 

年
間
を
通
じ
て
三
次
産
の
米
を
お
お
む

ね
５
割
以
上
使
用
し
、
そ
の
こ
と
を
表

示
し
て
い
る
こ
と

② 

米
以
外
の
三
次
産
の
農
産
物
お
よ
び
加

工
品（
原
料
の
７
割
以
上
が
三
次
産
の

農
産
物
）を
お
お
む
ね
５
割
以
上
使
用

し
た
献
立
を
、
年
間
を
通
じ
て
１
品
以

上
提
供
し
、
そ
の
こ
と
を
表
示
し
て
い

る
こ
と

③ 

食
材
の
仕
入
れ
に
係
る
三
次
産
の
農
産

物
お
よ
び
加
工
品
の
割
合
が
、
仕
入
金

額
の
お
お
む
ね
５
割
以
上
を
占
め
て
い

る
こ
と

④ 

三
次
産
の
農
産
物
お
よ
び
加
工
品
を
使

用
し
た
献
立
を
今
後
も
増
や
し
て
い
こ

う
と
い
う
意
欲
が
あ
る
こ
と

● 

認
定
店
の
メ
リ
ッ
ト　
認
定
証
と
認
定

プ
レ
ー
ト
を
交
付
し
、
市
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

認
定
店
を
掲
載
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を

市
内
各
所
で
配
布
し
ま
す
。

● 

応
募
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

出
品
方
法　
作
品
と
一
緒
に
出
品
票
・

出
品
料
を
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館

へ
持
参

※
出
品
票
は
三
次
市
民
ホ
ー
ル
、
市
役
所
本
庁
・
各
支

所
に
あ
り
ま
す
。

※
出
品
票
は
楷
書
で
丁
寧
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
搬
入
日
時　
平
成
29
年
１
月
21
日（
土
）

　
13
時
～
16
時

※
包
装
・
ケ
ー
ス
等
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
の
で
作
品
の

み
を
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間　
平
成
29
年
１
月
29
日（
日
）

～
２
月
５
日（
日
）９
時
30
分
～
17
時（
最

終
日
は
16
時
ま
で
）

●
展
示
場
所　
奥
田
元
宋・小
由
女
美
術
館

● 

表　
彰　
優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈

※
審
査
・
展
示
に
つ
い
て
の
異
議
申
し
立
て
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

※
や
む
を
得
ぬ
事
情
で
損
傷
し
た
場
合
、
補
償
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

三
次
市
文
化
連
盟
事
務
局

　
（
三
次
市
民
ホ
ー
ル
内
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

２
２
２
２

「
第
42
回
三
次
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

出
場
者
を
募
集

●
と　
き　
12
月
３
日（
土
）13
時
～

※
少
雨
決
行

●
と
こ
ろ

　
み
よ
し
運
動
公
園
内
特
設
コ
ー
ス

●
種　
目

◦ 

６
０
０
ｍ
（
親
子
コ
ー
ス
）

◦ 

１
，０
０
０
ｍ（
小
学
生
１
～
４
年
、５
・

６
年
コ
ー
ス
）

※
申
請
書
は
、
農
政
課（
本
館
４
階
）・
各
支
所
に
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
応
募
期
限　
12
月
９
日（
金
）

●
認
定
期
間　
認
定
日
か
ら
３
年
間

応
募
・
問 

農
政
課
農
林
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
４

　

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

第
13
回 

み
よ
し
文
化
祭

「
美
術
展
」作
品
募
集

● 

出
品
資
格　
三
次
市
文
化
連
盟
会
員
、

三
次
市
に
在
住
・
勤
務
す
る
高
校
生
以

上
の
方

●
出
品
規
格

絵
画
の
部　

日
本
画
・
洋
画
・
デ
ザ
イ

ン
・
そ
の
他
→
10
号
以
上
１
５
０
号
以

内
、
額
装

書
の
部
　
漢
字
・
仮
名
・
総
合
・
そ
の

他
→
1.8
㎡
以
内
、
縦
横
自
由
、
本
表
装

ま
た
は
額
装（
帖
・
巻
子
も
含
む
）

写
真
の
部　
四
つ
切
り
以
上
全
倍
ま
で
、

額
装
ま
た
は
パ
ネ
ル
張
り

工
芸
の
部　
陶
芸
・
ち
ぎ
り
絵
・
染
物
・

友
禅
染
・
彫
刻
・
彫
塑（
２
０
０㎏
）・

版
画
・
木
竹
工
・
手
芸
・
押
し
花
・
そ

の
他　

※
ち
ぎ
り
絵
は
６
号
以
上
50
号
以
内

※
絵
画
・
ち
ぎ
り
絵
・
書
・
写
真
・
版
画
お
よ
び
パ
ネ

ル
等
の
作
品
に
は
必
ず「
ヒ
ー
ト
ン
」と「
吊
紐
」を

つ
け
て
出
品
の
こ
と

●
出
品
点
数　
１
人
１
点　

※
出
品
は
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

●
出
品
料　
１
，５
０
０
円
／
点　

※
三
次
市
文
化
連
盟
会
員
は
１
，０
０
０
円

◦ 

３
，０
０
０
ｍ
（
中
学
生
・
高
校
生
・

一
般
コ
ー
ス
）

●
参
加
資
格

◦ 

三
次
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

す
る
健
康
な
人

◦ 

小
・
中
学
生
は
、
保
護
者
の
同
意
が
あ

る
人

◦ 

親
子
コ
ー
ス
の
幼
児
は
、
親
子
同
伴
で

走
行
で
き
る
人

● 

参
加
費（
保
険
料
含
む
）　

小
・
中
学

生
２
０
０
円
、
高
校
生
・
一
般
３
０
０

円
、
親
子
コ
ー
ス
は
親
子
で
３
０
０
円

● 

申
込
方
法　
三
次
市
体
育
協
会
事
務
局

（
市
役
所
東
館
４
階
）に
あ
る
申
込
書

に
参
加
料（
現
金
）を
添
え
て
、
個
人

ま
た
は
学
校
・
団
体
単
位
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
11
月
22
日（
火
）必
着

【
注
】大
会
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問 

三
次
市
体
育
協
会
事
務
局

　
（
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
４
０
９

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
５

ひ
ろ
し
ま 

さ
と
や
ま
未
来
博
２
０
１
７

楽
し
く
地
域
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぼ
う
！

「
コ
コ
ロ
ザ
シ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

住
民
講
座
」参
加
者
を
募
集

　
広
島
県
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
や
、
活
動
す
る
皆
さ
ん
の
人

材
交
流
な
ど
を
支
援
す
る
住
民
講
座
を
実

施
中
で
す
。
参
加
者
同
士
で
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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●
と
き
・
内
容

　

第
３
回　
11
月
24
日（
木
）

　
　
デ
ザ
イ
ン
の
向
上

　

第
４
回　
12
月
８
日（
木
）

　
　
活
動
の
継
続
性

　

第
５
回　
平
成
29
年
１
月
13
日（
金
）

　
　
情
報
発
信
の
方
法

　

第
６
回　
平
成
29
年
２
月
15
日（
水
）

　
　
仲
間
づ
く
り

※
開
催
時
間
は
い
ず
れ
も
19
時
～
21
時

※
内
容
等
は
予
定
で
あ
り
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
と
こ
ろ　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

●
対　
象　
ど
な
た
で
も

 

（
希
望
の
回
の
み
の
参
加
も
可
）

●
参
加
費　
無
料

● 

申
込
方
法　
事
前
に
、
名
前
、
所
属
団

体
、
参
加
人
数
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
参
加
動
機
を
記
入

し
て
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 　
詳
し
く
は
、
ひ
ろ
し
ま
里
山
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会（
事
務
局
：

広
島
県
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

 http://w
w

w
.pref.hiroshim

a.lg.jp/
site/sem

i-m
t/m

iraihaku.htm
l

申
・
問 

地
域
振
興
課
地
域
づ
く
り
係

　
〒
７
２
８
‐
８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
８
‐
１

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
９
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
５

　

chiiki@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
東
広
島
市
西
条
栄
町
８
‐
29

　
☎（
０
８
２
）４
２
０

－
０
９
５
４

　

（
０
８
２
）４
２
１

－

３
２
３
３

　
ま
た
は

　
三
次
市
都
市
建
築
課
都
市
計
画
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
０

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
６

女
性
を
助
け
る
女
性
の
た
め
に

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト「
ル
ビ
ー

賞
」に
ご
応
募
く
だ
さ
い

　

職
業
ま
た
は
個
人
的
活
動
を
通
し
て
、

地
域
社
会
で
女
性
と
女
児
の
生
活
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
努
力
し
、
貢
献
し
て
き
た

女
性
を
た
た
え
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は
問

い
ま
せ
ん
。

●
応
募
期
限　
11
月
30
日（
水
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
は
、
職
業
を
持
つ
女
性
で
組

織
す
る
国
際
的
な
奉
仕
団
体
で
す
。

応
募
・
問 
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
三
次

　
ア
ワ
ー
ド
委
員
会

　
☎
０
９
０

－

８
９
９
９

－

３
８
２
７

 

（
鈴
木
）

広
島
県
景
観
会
議「
第
24
回

景
観
づ
く
り
大
賞
」を
募
集

　
瀬
戸
内
海
を
は
じ
め
と
す
る
美
し
い
自

然
景
観
、
田
園
や
落
ち
着
い
た
景
観
、
魅

力
あ
る
都
市
景
観
な
ど
、
優
れ
た
景
観
を

守
り
育
て
る
た
め
の
表
彰
制
度
で
す
。

●
応
募
対
象　
景
観
写
真

　

 

テ
ー
マ
ご
と
に
、
広
島
県
の
優
れ
た
景

観
、
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
景
観
を

写
真
に
収
め
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
１　
風
景
・
ま
ち
な
み

　
 

四
季
の
移
り
変
わ
り
や
歴
史
の
重
み
が

感
じ
ら
れ
る
も
の

テ
ー
マ
2　
建
築
物
・
工
作
物

　

 
周
辺
の
風
景
や
ま
ち
な
み
等
に
調
和
し
、

付
近
の
景
観
と
一
体
的
に
な
っ
て
い
る

も
の

※
い
ず
れ
も「
特
徴
的
な
景
観
と
し
て
新
た
に
発
見
し

た
も
の
や
、
ふ
る
さ
と
広
島
で
い
つ
ま
で
も
守
り

育
ん
で
い
き
た
い
と
感
じ
さ
せ
る
も
の
」が
共
通
の

テ
ー
マ
で
す
。

●
応
募
期
限　
平
成
29
年
１
月
20
日（
金
）

※
最
終
日
必
着

●
表
彰（
副
賞
）

　
最
優
秀
賞
１
点（
５
万
円
）

　
優
秀
賞（
１
万
円
） 

　
ふ
る
さ
と
特
別
賞（
５
千
円
）

※
優
秀
賞
と
ふ
る
さ
と
特
別
賞
は
、
各
テ
ー
マ
か
ら
数

点
を
表
彰
し
ま
す
。

※
募
集
要
項
や
応
募
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
、
広
島

県
景
観
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.hiroshim

a-keikan.jp/

応
募
・
問 

　
広
島
県
景
観
会
議
事
務
局

 

（
東
広
島
市
都
市
部
都
市
計
画
課
内
）

　
〒
７
３
９
‐
８
６
０
１

広告広告

 0120－307－344株式会社三次ケーブルビジョン
〒728-0013　三次市十日市東5-19-1　防災センター２階 携帯電話からは ☎（0824）65-2211

開局10周年キャンペーン  第２弾
新規契約　初期費用０円！！　11月25日まで　詳しくはお電話を

ライトプラン 　10ch 月額1,500円（税抜）
たっぷりプラン 　55ch 月額3,000円（税抜）

お家でスマートフォンや
タブレットが快適

無線ルーターを使用すれば

データ通信料を
減らしたい方に最適 !!

月
～
金
曜
日

生放送
　「あっちこっち三次」17時30分～

三次の出来事や話題をお伝えする情報番組 安心の定額料金
ケーブルテレビ インターネット

通信料

プロバイダー料
コミコミ

を使用すれば

タブレット・スマートフォン

【月額】 
3,000円（税抜）
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応募・問 広島北部地域職業訓練センター（三次市職業訓練センター）　※定員になり次第、受け付けを締め切りますのでご了承ください
　　　　☎・ （0824）62-8500　 info@nhvtc.ac.jp　 http://www.nhvtc.ac.jp/

講　座　名 期　　間 時　間 定員（人） 内　　容

介護福祉士受験準備講座 12/3・10 土 9：00～16：00 20 介護福祉士の資格試験のための模擬試験、その解説および基礎知
識習得講座

　就職活動中の市民の皆さんと市内事業所にお勤めの方を対象とした訓練講座です。
●受講料：無料　※ただし、講座によってはテキスト代等が別途必要です。

■三次市委託職業訓練講座

■一般職業訓練講座　※時間は変更になる場合があります。
講　座　名 期　　間 時　間 定員（人） 受　講　料　（　）は会員価格

Excel応用コース 12/6～22 火・木 13：30～15：30 10 � 8,000円�※テキスト代別
ゆっくりシニアパソコンコース 12/5～16 月・水・金 13：00～16：00 10 10,000円�※テキスト代別
中間管理職研修
（リーダーのための「実践心理学」講座） 12/8・9 木・金 � 9：00～16：00 15 20,000円（18,000円）※昼食費込

日商簿記３級受験準備講座（昼の部） 12/5～2/16 月・木 13：30～16：00 15 19,000円（16,000円）※テキスト代別
日商簿記３級受験準備講座（夜の部） 12/5～2/16 月・木 18：30～21：00 15 19,000円（16,000円）※テキスト代別

市営住宅の申し込みをされる際には、所定の入居申込書をご提出ください。
■11月募集住宅　募集戸数：各１戸、募集期間：11月21日（月）～ 30日（水）

住宅名・部屋番号 場　　　所 月額家賃
（月収による） 構造・間取り等 収入要件

（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

日南住宅34号　－公営住宅ー�
（平成７年度築）　単身申込可

三良坂町三良坂�
1119番地15

19,800円～�
29,500円

木造２階建、
３DK、水洗

政令月収額
158,000円以下
（高齢者世帯、障害
者世帯などの場合
214,000円以下）の
世帯

①現在、住宅に困っていること。
②�申込者と同居親族が、税金およ
びその他の料金を完納している
こと。
③�同居者は、夫婦（婚約者、内縁関
係含む）親子を主体とした親族で
あること。
④�申込者または同居親族が暴力団
員でないこと。

天楽住宅３-101号　ー公営住宅ー�
（昭和56年度築）　単身申込可

作木町下作木�
828番地１

11,300円～�
16,900円

簡易耐火２階建、
３DK、水洗

西田２号住宅４号棟203号室
－公営住宅ー�
（平成12年度築）　単身申込可

吉舎町吉舎�
643番地１

20,900円～�
31,100円

中層耐火３階建（２階）、
３LDK、水洗

ニュータウン常清６号棟
ー定住住宅ー�
（平成６年度築）　単身申込不可

作木町下作木�
965番地２ 25,000円 木造２階建、

４ＬDK、水洗 収入要件なし
上記①～④および、三次市に住民
登録されている方、住民登録を移
すことが誓約できる方。

■随時募集住宅　募集戸数：各１戸、受け付け・審査後入居可能
住宅名・部屋番号 場　　　所 月額家賃

（月収による） 構造・間取り等 収入要件
（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

みよし第２住宅10号室
－公営住宅ー�
（昭和56年度築）　３人世帯以上

三次町�
2008番地１

8,500円～�
12,700円

中層耐火５階建（５階）、
３DK、水洗 政令月収額

158,000円以下
（高齢者世帯、障害
者世帯などの場合
214,000円以下）の
世帯

①現在、住宅に困っていること。
②申込者と同居親族が、税金およ
びその他の料金を完納している
こと。
③同居者は、夫婦（婚約者、内縁関
係含む）親子を主体とした親族で
あること。
④申込者または同居親族が暴力団
員でないこと。

安田住宅１号棟102号　－公営住宅ー�
（平成14年度築）　単身申込可

吉舎町安田�
1387番地２

17,600円～�
26,300円

耐火２階建（１階）�
2LDK、水栓

敷名第２住宅９号　－公営住宅－�
（平成４年度築）　単身申込可

三和町�
敷名11468番地４

15,500円～�
23,100円

木造２階建、
３DK、水洗

西田２号住宅３号棟103号室
－特定公共賃貸住宅－�
（平成11年度築）　単身申込可

吉舎町吉舎�
643番地１

32,500円～�
45,000円

中層耐火３階建（１階）、
2LDK、水洗 政令月収額

158,000円を超え
487,000円以下の
世帯松ヶ瀬団地３-４号室�

－特定公共賃貸住宅－�
（平成６年度築）　単身向け

君田町東入君�
240番地 18,000円 木造２階建（２階）、

１DK、水洗

三次市定住促進住宅�
（昭和56年～62年度築）　単身申込可

三次町・吉舎町・�
三良坂町

30,000円～�
35,000円

鉄筋５階建、
３DK、水洗

世帯の年間収入の
12分の１の額が、
家賃の3倍以上ある
こと

上記①～④および、三次市に住民
登録されている方、住民登録を移
すことが誓約できる方。

吉舎ほのぼの高齢者住宅１号室�
－高齢者優良賃貸住宅－�
（平成13年度築）　単身申込可

吉舎町吉舎�
618番地１

24,000円～�
29,300円

準耐火平屋建、
2LDK、水洗

政令月収額
268,000円以下の
世帯

①県内に住所または勤務場所を有
する60歳以上の方。
②自立した生活ができる単身者、
もしくは配偶者（婚姻の届出をし
ないが事実上婚姻関係と同様の
事情にある、その他婚姻の予定
者を含む）または60歳以上の親
族と同居する方。
③申込者または同居親族が暴力団
員でないこと。

市営住宅 入居者募集

※申し込みの際にマイナンバー（個人番号）と本人の確認を行います。「個人番号カード」か「番号通知カードと確認資料（運転免許証等の顔写真入りのもの１点または健康保険証等顔
写真のないもの２点）」をお持ちください。　※入居適格者が募集戸数を超える場合は当選者と補欠者を抽選で決定します。補欠者は、１年間申込住宅の補欠となります。
※入居資格について、当該市町村の税およびその他の料金が課税または賦課されていない方は、この限りではありません。
応募・問 財産管理課住宅管財係 ☎（0824）62-6161  （0824）62-6235　または各支所
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12月４日（日）～10日（土）は人権週間
人権ハート絵とかがやきメッセージ展 ほか

問 地域振興課ひとづくり係
 　☎（0824）62-6242　 （0824）62-6235

ウチソトつながるシンポジウム
地域で楽しく生きるとはどういうことなのか。

どのようなことを考えて、どのような活動を実践
してきたのか。市内外で活躍されている方々と一
緒に考えます。
▶と　き　11月23日（水・祝）13時30分～
　　　　　※交流会18時～
▶ところ　広島ふるさと村（三和町）
▶対　象　 地域づくりや場づくりに興味がある方など
▶定　員　30人（申込順）
▶参加費　無料（交流会費・宿泊費などは別途必要）
▶ 申込方法　電話かFAXで11月18日（金）までに、

名前、住所、年齢、電話番号、参加動機、交流
会参加および宿泊の有無をお知らせください。

申・問 政策課政策係
　　　☎（0824）62-6408　 （0824）62-6223

【前半】 ▶と　き　11月23（水）～12月１日（木）
 ▶ところ　ＣＣプラザ

【後半】 ▶と　き　12月２日（金） ～12日（月）
 ▶ところ　サングリーン

つどい・さんあい 発足記念シンポジウム
▶と　き　12月３日（土）13時30分～16時（13時開場）
▶ところ　十日市コミュニティセンター
▶内　容

問 つどい・さんあい　☎080-2949-0075

基調講演
　テーマ「生命はまっすぐに伸びたがっている」
　講　師　るんびに学園理事長（京都府） 藤

ふじ
　大

だい
慶
けい

さん
シンポジウム
　テーマ「 発達障害を抱える子ども・若者との関わりから見え

てくるもの」
　パネリスト　るんびに学園理事長 藤

ふじ

　　大
だい

慶
けい

さん
　　　　　　　学習支援レインボー代表 津

つ

守
もり

　慎
しん

二
じ

さん
 宍

しし

戸
ど

　隆
りゅう

尚
しょう

、田
た

端
ばた

　由
ゆ

佳
か
（つどい・さんあい運営委員）

　コーディネーター 武
たけ

田
だ

　正
まさ

文
ふみ

（つどい・さんあい運営委員）

第 13 回 みよし文化祭「いけ花展」
▶と　き　11月26日（土）・27日（日）９時～17時
※最終日は16時まで
▶ところ　三次市民ホール サロンホール
▶出

しゅつ

瓶
ぺ い

者
し ゃ

　 池坊６社中、松
しょう

莚
え ん

流
りゅう

、閑
か ん

渕
え ん

流
りゅう

、小
お

原
は ら

流
りゅう

、 
真
し ん

江
こ う

園
え ん

未
み

生
しょう

流
りゅう

の三次市文化連盟の会員
▶入場料　無料
問 三次市文化連盟事務局
 　☎（0824）62-2222　 （0824）62-2230

後見制度、遺言、相続講演会
家族と自分の財産を守れるように準備されてい

ますか？
講師の豊富な経験と事例を基に分かりやすくお

話しします。また、質疑応答の時間を設けます。
▶と　き　11月27日（日）14時～
▶ところ　みよしまちづくりセンター
▶講　師　公証人　藤

ふ じ

本
も と

　孝
た か

司
し

　さん
▶入場料　無料
問 NPO法人明るい社会づくり運動
　 広島県備北協議会
 　☎・ （0824）55-3420（髙

たか

畑
はた

）

みんなで冬のお楽しみ会
おやつ作りと外遊びを楽しみましょう！ 

▶と　き　12月10日（土）13時～15時30分
▶ところ　ほしはら山のがっこう（上田町）
▶対　象　小・中学生とその保護者
　　　　　（原則、保護者同伴）
▶参加費　子ども1,000円　保護者500円
▶定　員　子ども10人（先着順）
▶準備物　 飲み物（水筒）、タオル、汚れてもい

い服装、着替え
問 自然体験･発達支援活動の会こえだくらぶ
 　☎090-7974-0709（小

こ
山
やま

）

第 24 回 年末・特別国際交流会
料理とプレゼントを持ち寄り、気軽に交流しま

しょう。
▶と　き　12月18日（日）12時～
▶ところ　十日市コミュニティセンター
▶ 持参物　料理１品（何でもよい。例：パン、お

にぎり、サラダ、果物、から揚げ、飲み物など）
と交換用のプレゼント（家にある物か300円以
内の物）

▶参加費　無料
問 E

エ ッ グ
GG（草の根国際交流グループ）

　☎090-4805-8878（神
かみ

岡
おか

）

布野の食と脱温暖化を考える会 活動 10 周年記念
「アンダンテ　～稲の旋律～」上映会

食と農と大地、そして人間再生の物語！
▶と　き　12月11日（日）12時～16時
　第１部　活動10年の歩み
　　　　　（パネル展示）12時～
　第２部　上映13時30分～
▶ところ　十日市コミュニティセンター
※駐車場有り（無料）
▶協力金　大人300円 ※18歳未満は無料

問 布野の食と脱温暖化を考える会
 　☎090-7377-8557（麻

あさ
野
の

） ☎（0824）54-2529（澤
さわ

田
だ

）

※2010年最優秀プロデューサー「SARVH賞」受賞作品

市内の小・中学校の児童・生徒が、ハート型の厚紙に「思
いやり・優しさ」など人権に関連するメッセージや絵を自
由に描いた作品を展示します。

▶参加費　1,000円 ※手話通訳・要約筆記・託児に応じます。（要予約）

の三次市文化連盟の会員
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ボランティアスタッフ募集！
奥田元宋・小由女美術館は、多くのボランティアの皆さんのご協力によって運営されています。
受付・監視、環境美化、ガイド、広報、事務・イベント、呈茶の各グループの中から、自分に合った活動でボランティアができます。

申・問 奥田元宋・小由女美術館　☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012

奥田元宋・小由女美術館

み
よ
し
風
土
記
の
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

問 

み
よ
し
風
土
記
の
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

 　
（
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）

　

 

休
館
日　
月
曜
日
、
年
末
年
始

　
　
　
　
　
〔
12
月
28
日（
水
）～
１
月
４
日（
水
）〕

　

 

開
館
時
間 

９
時
～
17
時（
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
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－

２
８
８
１

　

（
０
８
２
４
）６
６

－

３
１
０
６

　

rm
ssoum

u@
pref.hiroshim

a.lg.jp

ふ
ど
き
の
丘
体
験
教
室
　「
つ
ば
き
油
を
つ
く
ろ
う
」

　●
と
　き
　12
月
23
日（
金
・
祝
）14
時
～
17
時

そ
の
他
の
予
定

きらめき躍動する光。不思議な影を生み出す光。色とりどりに変
化する光。見る人に楽しさと感動を与え、変身させてくれる光…。
鑑賞者と作品がまるで会話するように楽しめるアート作品が生まれ
てきています。
現代日本を代表する気鋭のアーティストたちの豊かな発想から生
まれた、まるで魔法のようなアート作品の数々を一堂に紹介します。
見て、触れて、遊べる、全く新しい形の「体験型・参加型ミュー
ジアム」で、いつもの美術館とは一味違ったアート体験を子どもか
ら大人まで直感的にお楽しみください。

▼と　　き　11月14日（月）～平成29年１月９日（月・祝）

▼会期中の休館日　12月15日（木）、12月30日（金）～平成29年１月１日（日・祝）

▼開館時間　９時30分～17時（入館は閉館の30分前まで） ※11月14日（月）、12月14日（水）は21時まで開館時間を延長

▼入場料（常設展観覧料含む）
　一般 1,000 （900）円　ペアチケット（一般男女ペア）1,800円　高校・大学生500（400）円

※曲目が変更になる場合があります。

満月 ロビーコンサート

花に心よせて

七色小道／坪倉輝明／©teruaki�TSUBOKURA

14時と19時の二回公演

※中学生以下、身体障害者手帳など所持者は観覧料無料　※（　）内は20人以上の団体および前売り

●と　き　12月14日（水）

●出演者　三
み

待
まち

　美
み

早
さ

穂
ほ
（ソプラノ）

　　　　　上
うえ

杉
すぎ

　智
ち

穂
ほ
（ピアノ）

《曲 目》　さざんか 、くちなし   ほか

光のワンダーランド

「奥田元宋・奥田小由女の世界」
常設展

日本画家・奥田元宋と人形作家・奥田小由女の代表作を
お楽しみください。

ところ　奥田元宋・小由女美術館ロビー
講　師　NPO法人三次科学技術教育協会
参加費　各日600円
定　員　各日15人 ※参加ご希望の方はお申し込みください。

関連行事 ワークショップ「光のアート 光の科学」
と　き 内　容

11月20日㈰ LEDできらめくクリスマスツリーづくり
12月４日㈰ 魔法の万華鏡をつくろう

※開催時間は、いずれも13時～14時30分

そ
の
他
の
展
覧
会

●
と　
き　
　
12
月
３
日（
土
）～
25
日（
日
）

●
入
館
料　
一　
般　
　
２
０
０（
１
６
０
）円

　
　
　
　
　
大
学
生　
　
１
５
０（
１
２
０
）円

※
小
・
中
・
高
校
生
無
料

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体

中
国
山
地
豊
か
な
自
然
写
真
展

な
つ
か
し
い
暮
ら
し
の
道
具
た
ち

●
と　
き　
12
月
16
日（
金
）～

 

平
成
29
年
３
月
26
日（
日
）

●
入
館
料　
一　
般　
　
２
０
０（
１
６
０
）円

　
　
　
　
　
大
学
生　
　
１
５
０（
１
２
０
）円

※
小
・
中
・
高
校
生
無
料

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体

ふ
る
さ
と
の
今
・昔
写
真
展

●
と　
き　
11
月
18
日（
金
）～
12
月
11
日（
日
）

●
入
館
料　
一　
般　
　
２
０
０（
１
６
０
）円

　
　
　
　
　
大
学
生　
　
１
５
０（
１
２
０
）円

※
小
・
中
・
高
校
生
無
料

※（　

）内
は
20
人
以
上
の
団
体

風
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記
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丘
ギ
ャ
ラ
リ
ー

広報みよし　2016.11月号 30



篠
し の

原
は ら

良
りょう

一
い ち

郎
ろ う

「一日一枚の空写真」展
▶と　　き　開催中～11月27日（日）
▶入 場 料　一般300円　高校生150円

木
き

建
だ て

博
ひ ろ

子
こ

　ちぎり絵作品展
▶と　　き　12月１日（木）～
� 平成29年１月29日（日）

貸し館ギャラリー 三
み

原
は ら

照
て る

義
よ し

 Ｂ
ビ ー

Ⅲ
スリー

展
美術には絵の具や鉛筆以外に様々な技法が

あるのをご存知ですか？50種類もの幅広い
表現方法をご紹介します。
▶と　き　11月12日（土）～12月４日（日）

▶開館時間　9時～17時
▶休 館 日　12月27日（火）
　　　　　　平成29年1月17日（火）

申・問 三良坂平和美術館 ☎・ （0824）44-3214

辻村寿三郎人形館

三良坂平和美術館企画展

俵
たわら

藤
のとう

太
た

百
む か で

足退
たい

治
じ

俵
藤
太
百
足
退
治

平安中期、瀬
せ

田
た

の唐
から

橋
はし

が舞台となった、
近
おう

江
み

三
み

上
かみ

山
やま

百
む か で

足退
たい

治
じ

伝
でん

説
せつ

の英雄「俵藤太」
を、辻村寿三郎が独特の世界観で表現し
た作品を初公開します。

常設展示 第Ⅲ期　柿
か き

手
て

の思想
はらみちを美術館企画展

問 はらみちを美術館（君田温泉森の泉内）
 　☎（0824）53-7021 （0824）53-2119

▶と　き　11月10日（木）～平成29年３月26日（日）
▶入館料　一般150円
※高校生以下、65歳以上、障がい者手帳等など所持者は無料

問 吉舎歴史民俗資料館
 　☎・ （0824）43-2231

美術館あーとあい・きさ企画展

第13回 広島日展会総合小品展
広島日展会所属の作家の作品を紹介する展

覧会です。日本画、洋画、彫刻、工芸美術、
書の５科の作品60点あまりを一堂に展示しま
す。初日の11月13日（日）には、10時からオー
プニングセレモニーとギャラリートークを行
います。
▶と　　き　11月13日（日）～12月４日（日）
▶開館時間　10時～17時
 （入館は閉館の30分前まで）
▶休 館 日　月曜日
▶入 場 料　一般400円　65歳以上300円
　　　　　高校生200円　

問 美術館あーとあい・きさ
 　☎・ （0824）43-2231

▶と　　き　開催中～平成29年４月９日（日）
▶開館時間　10時～17時（入館は閉館の30分前まで）
▶休 館 日　水曜日
▶入 場 料　一般800（700）円　学生400（300）円

毎月第３日曜日にギャラリートークを開催！
問 辻村寿三郎人形館　☎・ （0824）64-1

ジ ュ
0３

サブ
６
ロー

※中学生以下、障害者手帳など所持者は無料
※（　）内は10人以上の団体料金

プロスポーツ応援事業
 JTサンダーズ応援隊バスツアー
2016/17シーズンのリーグ優勝に挑む、JTサンダーズ（男子バ

レーボールチーム）を応援しましょう。
▶と　き　平成29年１月７日（土）14時（第１試合開始）
▶ところ　広島県立総合体育館「広島グリーンアリーナ」（広島市中区）
▶対　戦　第１試合 東レアローズ 対 FC東京
　　　　　第２試合 JTサンダーズ 対 サントリーサンバーズ
▶定　　員　120人
※定員になり次第、締め切ります。
▶募集期間　11月21日（月）～12月16日（金）
▶応募条件　 三次市に在住、在勤または在学中の方とその家族
 ※参加費等詳しくは、お問い合わせください。

▶開館時間　９時～17時　　▶休 館 日　月曜日

明治、大正、昭和にかけて、先人の知恵と
工夫から生まれた食とその器の文化がありま
す。「ほかい」、「おかもち」、「はこぜん」など、
今ではあまり目にすることのない懐かしい用
具や器を展示していますので、ぜひご覧くだ
さい。
▶と　　き　開催中～
� 平成29年3月26日（日）
▶開館時間　10時～17時
 （入館は閉館の30分前まで）
▶休 館 日　月曜日

吉舎歴史民俗資料館企画展

食と器の文化史（Ⅰ）

※�中学生以下、障害者手帳など所持者とその介助者は
無料

※�中学生以下、障害者手帳など所持者とその介助者は
無料

●と　き　11月23日（水・祝）　13時～
●ところ　三良坂コミュニティセンター　●講　師　三原照義さん
●対　象　小学生以上（ただし、小学生は保護者同伴要）
●定　員　20人　　　　　　　　　　　　●参加費　500円
●持参物　転写したいイラストまたは写真　
●申込期限　11月20日（日）

関連行事 ワークショップ
イラスト・写真を転写してオリジナル文鎮を作ろう

ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ

フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ

問 JTサンダーズ交流事業実行委員会事務局（スポーツ課）
　 ☎（0824）62-6553　 （0824）62-6235
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内　容 と　き ところ 問い合わせ先

障
害
者
相
談
会

「きこえ」に困っている人のための相談会
相談員　伊

だ
達
て
　元
げん
一
いち
郎
ろう

（身体障害者相談員）※要約筆記あり
12月10日（土）９時～12時

三次市福祉保健センター
１階相談室

三次市障害者
支援センター
☎（0824）65-1131
（0824）65-1132

知的障害の相談会�【要予約】
相談員　新

しん
元
もと
　史
ふみ
子
こ

（知的障害者相談員）
連絡先　☎090-2297-4546（新元）

12月18日（日）10時～12時

ピア・カウンセリング�【要予約】
　ピアとは仲間の意味です。同じ障害を
もった仲間が相談を受けます。統合失調
症などの病気との付き合い方・障害によ
る就職や生活の悩みほか。

随時
カウンセリング時間
約１時間

三次市福祉保健センター
２階活動交流室
（またはご自宅へ訪問）

三次市福祉総合相談支援センター
（高齢者・障害者・生活に困っている方の相談ほか）平日の８時30分～17時15分 三次市福祉保健センター

三次市福祉総合
相談支援センター
（社会福祉課
 福祉総合相談係）
☎（0824）62-6284
（0824）62-6404

三次市福祉総合相談支援センター巡回相談会
※福祉に関わる６つの相談機関の相談員が対応 12月14日（水）9時～12時 君田保健センター

消費生活相談 平日の９時～16時 市役所東館１階 市民課市民窓口係
（消費生活センター）
☎（0824）62-6222
（0824）63-2809

無料法律相談 【要予約】
※弁護士が対応

11月17日（木）、12月１日（木）
13時～16時 みよしまちづくりセンター

広島北部巡回法律相談センター 【要予約】
※弁護士が対応

11月18日（金） みよしまちづくりセンター 広島北部巡回
法律相談センター
☎0120-969-214
（９時30分～16時）12月２日（金） 市役所三良坂支所

DV相談
※�DV（ドメスティックバイオレンス）とは、配
偶者やパートナーのような親密な相手から受
ける暴力のことです。
※月～水曜日と金曜日は専門の相談員が対応

平日の８時30分~17時15分 市役所東館２階

女性活躍支援課女性活
躍支援係（女性・子育
て相談支援センター）
☎（0824）64-6011
（0824）62-6300

雇用のトラブル
※�事業主と労働組合・労働者個人との紛争の円
満な解決をお手伝いします。

平日の８時30分~12時
　　　13時～17時 県庁東館７階

広島県労働委員会事務局
☎（082）513-5162
（082）228-2075

年金・労働相談会
（障害年金、職場トラブルほか。社会保険労務士
が対応）
※年金相談の方は年金定期便をご持参ください。

12月14日（水）
平成29年１月11日（水）
13時30分～16時

三次コミュニティセンター
社会保険労務士
井
いの
上
うえ
澄
すみ
子
こ
事務所

☎（0824）62-0323

行政相談
（国等に対する意見ほか。行政相談委員が対応）
※�日程が変更される場合がありますので、ご利
用の際はお問い合わせください。

11月17日（木） 9時～12時 三次コミュニティセンター

総務省中国四国管区
行政評価局
☎（082）228-6173
（082）228-4955

11月21日（月） 9時～12時 みらさか福祉センター

11月22日（火）14時～17時 酒屋コミュニティー

12月 2日（金） 9時～12時 三次市福祉保健センター

12月 5日（月） 9時～12時 作木福祉保健センター

12月 9日（金） 9時～12時 甲奴老人福祉センター

12月13日（火）10時～15時 みわ保健センター

12月14日（水）10時～12時 君田保健センター

12月15日（木） 9時～12時 三次コミュニティセンター

若者の就労に向けた相談会 【要予約】
※電話でお申し込みください。

11月24日（木）
12月１日（木）・15日（木）
13時30分～15時30分

三次市福祉保健センター
ひろしま北部若者
サポート
ステーション
☎（082）516-6557

就職に向けたスキルアップ相談会
【対象】15歳～39歳の方
　　　�自分に合った就職活動の方法ほか。
※電話でお申し込みください。

12月14日（水）
13時30分～15時30分

ハローワーク三次
大会議室

無料
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地域安全ニュース
三次警察署管内防犯組合連合会・三次警察署

ワンクリック詐欺に注意してください!

登 録 完 了 （￥30,000）

問 三次警察署　☎（0824）64-0110　 （0824）64-0116

インターネットの無料サイトや画像をクリックした瞬間、「会員登録完了」などと表示し、
現金をだまし取られる、ワンクリック詐欺の被害が多発しています。

登録日 2016年○月×日
あなたのＩＤ ××△△○○
あなたのＯＳ Microsohut Wimdows 10

あなたのIPアドレス 111.111.111.111
最終アクセス日 2016年○月×日○時○分
利用履歴 ３

※誤操作での表示（問い合わせ）でしたら、こちらまで→ ０３－▲▲▲▲－○○○○

三次市の番組
「市役所ほっとニュース」　 デジタル111Ch 　毎週水曜日～新内容
「広報みよし朗読の時間」　 デジタル121Ch 　11 月 17 日・18 日 ９時～

月～金曜日

生放送 ▶ニュース　▶特集　▶お知らせ　▶天気
17 時30 分スタート

三次の話題満載！

☎（0824）65-2211お問い合わせ
お申し込みは

〒728-0013　三次市十日市東5-19-1
株式会社三次ケーブルビジョン

無料三次市後援
受講料

締切日：開催日の5日前 定員：各10人
※受講料は無料ですが、テキスト代金が必要です。
※�申込締切日前でも募集定員になり次第締め切
らせていただきますのでご了承ください。

パソコン教室のお知らせ「情報ストリート
あっちこっち三次」放送中

※�パソコンはWindows10（アップグレード版）、タブレットはアップル社製iPadを
ご用意します。（パソコン・タブレットの持ち込みはご遠慮ください。）

十日市会場…三次ケーブルビジョン１階

あっちこっち三次 祝日版
「書道パフォーマンス・カーター大会inこうぬ」

11月19日に甲奴町で行われる書道パフォーマンスの様子を
ダイジェストでお届けします。

放送日　11月23日（水・祝）　17時30分～

12
月
十日市
会　場

パソコン　年賀状コース

５日（月）～８日（木）14時～16時

専用相談電話「0570－070－810」にご相談ください！

●と　　き　11月14日（月）～20日（日）
●受付時間　８時30分～19時 ※ただし、土・日曜日は10時～17時
●相 談 員　�広島法務局職員および広島県人権擁護員

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

配偶者やパートナーからの暴力、職場等におけるセクシュア
ル・ハラスメント、ストーカー行為といった女性をめぐる様々
な人権問題についての相談を受け付ける専用相談電話を開設し
ています。ひとりで悩まないでください。

・ 犯人は皆さんの個人情報を取得したように見せかけて、表示されて
いる連絡先に電話が架かってくるのを待ち構えています！

・ 現金の受け渡しは、ATMからの振り込み等のほかに、複数のコンビ
ニでA

ア マ ゾ ン
mazonや楽天などのギフト券を分けて買わせて、そのギフト

券番号を携帯電話で聞き出すという手口もあります。
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問 三次駅伝競走大会実行委員会（三次市体育協会）
 　☎（0824）62-6409

※ 詳しくは、ミズノグループの
　ホームページをご覧ください。

申・問 広島県立みよし公園（指定管理者：ミズノグループ）
　　　☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370

広島県立みよし公園へ行こう！

12月の主な行事

ミズノ・スポーツ塾（マット教室）
と き 　12月15日（木）

・幼児の部（年中・年長）　17時～17時50分
・小学生の部（１～３年生）18時～18時50分
定　 員 　各部先着10人
参 加 費 　１人800円

新たな練習プログラムを導入した卓球教室

※広島県立みよし公園は「卓球教室新規プログラムの導
入」と「定期的な交歓エンジョイ！卓球大会」を開催し
卓球競技の振興と卓球競技者を応援します♪

・小学生の部（１～３年生）18時～18時50分

　トップアスリートが考案したトレーニングプロ
グラムを導入！
と き 　毎週月曜日　　 対 象 　小学生以上

みよし運動公園入口を駆け上がる
「霞えんじぇるす」の最終走者

みよし運動公園（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344
3日㈯ 第42回三次市民マラソン大会

3日㈯・4日㈰ 第2回ルーセントカップ
広島県中学生学年別ソフトテニス大会

4日㈰ 酒屋ウインターカップ
10日㈯ MTEC大会

10日㈯・17日㈯ 2016�HiFAユースリーグU-13ミズノソフトテニススクール
17日㈯ 三次市スポーツ少年団総合交歓会駅伝大会
18日㈰ 広島シティーリーグ

広島県立みよし公園（四拾貫町）
☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370

3日㈯ ソフトテニス広島県国体少年強化練習会
きんさい♪�フットサルリーグ2016

4日㈰ Super�Sports�XEBIO中国フットサルリーグ2016

11日㈰ 第25回三次義士祭奉納剣道大会
12日㈪ 三次市パークゴルフ協会月例会
13日㈫ 第97回ミズノ杯パークゴルフ大会
15日㈭ ミズノ・スポーツ塾（マット）�

17日㈯・
18日㈰

平成28年度三次市・庄原市中学校
バスケットボール新人大会
きんさい♪�フットサルリーグ2016

19日㈪ ガーデニング教室
20日㈫ PGともえ会月例会
22日㈭ ソフトテニス広島県国体少年強化練習会
23日（金・祝） フレッシュカップバレーボール交歓大会
24日㈯ 第35回三次市親善卓球カーニバル

26日㈪・27日㈫ 広島県高等学校新人バスケットボール大会三次地区予選

第63回三次駅伝競走大会の結果
皆さんからのご支援やご協力、そして温かい声援をありがとうございました。

※詳しい競技結果は、市ホームページをご覧ください。

この大会は、11月13日（日）に開催
される、中国中学校駅伝競走大会の三
次市予選会を兼ねており、男女それぞ
れ第３位までの中学校が出場権を獲得
しました。

10月16日開催、男子：17.8㎞　女子：14.8㎞� ★：大会記録更新
部 門

（前回までの大会記録） 1　位 2　位 3　位

中学校男子
（0:57:14）

広島市立三和中学校
（1:00:08）

十日市中学校
（1:00:37）

庄原中学校
（1:01:45）

中学校女子
（0:53:43）

広島市立三和中学校
（0:56:22）

塩町中学校
（1:02:09）

庄原中学校
（1:03:20）

高校男子
（0:57:32）

日彰館高等学校
（1:03:03）

庄原実業高等学校Ａ
（1:06:11）

庄原実業高等学校Ｂ
（1:08:28）

高校女子
（0:54:09）

広島市立広島商業高等学校
（0:58:30）

庄原格致高等学校
（1:06:54）

三次高等学校
（1:09:25）

一般男子
（0:58:30）

からあげマーライオン
（0:59:19） P

ピ ュ ア ー ズ
ure’s　（1:01:54）

広大ランナーズＡ
（1:02:38）

一般女子
（0:59:56）

霞えんじぇるす
（★0:59:13）

フレッツひかり
（1:08:51） ―

男子の部 女子の部
十日市中学校 塩町中学校
塩町中学校 三次中学校
三次中学校 作木中学校
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巻頭では、リオデジャネイロオリンピック（以下、リオ五輪）
で金メダルに輝いた金藤理絵選手が、母校の三次高校を訪問
した時の様子を紹介しました。リオ五輪で日本代表選手団が
獲得した金メダルの数は12個。その内の一つが三次高校で披
露されました。金藤選手が後輩たちに送ったメッセージには、

「夢」の一文字に込められた思いの強さを感じました。何かを
吸収しようとする後輩たちの目は輝いていました。いろいろ
な分野で夢（目標）に向かって一歩を踏み出す人が増えるとい
いですね。 幸

編集後記

行　事　名 と　き 対　　象
市
（中央館）

立図書館　　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861
※場所はいずれも２階（畳コーナー）です。

このほんだいすき
ぷーさんの会 12月� 3日（土）　10：30～ 乳幼児から

紙芝居劇団「ことり」 12月10日（土）　10：30～ 幼児から
ぐるんぱ 12月14日（水）　10：30～ 乳幼児から
たんぽぽ 12月17日（土）　14：00～ 幼児から
あかちゃんと絵本の森 12月21日（水）　10：30～ 乳幼児から
トトロの読みかたり 12月はお休み 乳幼児から
君田図書館　　☎・ （0824）53-7050
ばんびのお話し広場 12月17日（土）　14：00～ 幼児から
布野図書館　　☎・ （0824）54-2288
絵本の会｢空色のたね｣ 12月17日（土）　10：30～ 幼児から
作木図書館　　☎・ （0824）55-2610
絵本の会｢どんぐり｣ 12月� 8日（木）　15：15～ 幼児から
吉舎図書館　　☎・ （0824）43-4513
おはなし広場 12月� 3日（土）　10：30～ 幼児から一般
三良坂図書館　　☎・ （0824）44-4506
おはなし会 12月20日（火）　10：30～ 乳幼児から　
三和図書館　　☎（0824）52-3739　 （0824）52-3740
読書会 12月� 1日（木）　9：30～ 一般
絵本の広場 12月17日（土）　14：00～ 幼児から
おひざにだっこの
おはなしタイム 12月21日（水）　10：30～ 乳幼児

甲奴図書館　　☎（0847）67-3532　 （0824）67-3538
｢へびくんのおさんぽ｣
のおはなし会 12月10日（土）　10：00～ 幼児から一般

※日程が変更になる場合があります。

問 市立図書館（中央館）
 　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861

第８回 本のメッセージカードコンクール
入賞者発表！
今年もたくさんのご応募をいただきありがとうご
ざいました。審査の結果、943点の応募作品の中か
ら「図書館賞」「団体賞」が選ばれました。
図書館賞受賞者 （敬称略）
小学校低学年の部

吾
あ

郷
ごう

　百
も

花
か
（青河小学校２年） 永

なが
迫
さこ

　睦
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小学校高学年の部
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中学生の部

伊
い

藤
とう

　音
おと

葉
は
（三次中学校１年） 神

じん
川
かわ

千
ち

賀
か

子
こ
（三良坂中学校１年）

皿
さら

海
がい

　　凪
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（布野中学校３年）

一 般 の 部 　 該当者なし
団体賞　 作木小学校２年　三良坂中学校１年 

甲奴中学校（１～３年）
このほか、「入選」に54人が選ばれました。

●入賞作品の展示
と　き　展示中～11月30日（水）
ところ　市立図書館（中央館）
※�中央館での展示後、市内各図書館を巡回します。力作の数々を、
ぜひご覧ください。
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人口総数………………………54,133人（－39人）

男………………………………25,670人（－13人）

女………………………………28,463人（－26人）

世帯総数………………… 23,668世帯（－24世帯）

人口の動き 10月31日現在
（　）は対前月比※外国人を含む

本庁本館前 0.126 吉舎支所前 0.160
君田支所前 0.154 三良坂支所前 0.102
布野支所前 0.114 三和支所前 0.102
作木支所前 0.144 甲奴支所前 0.176
※�測定数値は、健康に影響するレベルではありません。
※�「放射線量の測定」についての詳細は、市ホームページをご覧ください。

単位：マイクロシーベルト毎時

10月の放射線量 10月26日（水）
地上１ｍの高さで簡易測定

月間有効求職者数………………………… 829人
月間有効求人数………………………… 1,346人
月間有効求人倍率……………………… 1.62倍

求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎（0824）62-8609　 （0824）62-1859

９月の求人・求職状況 ハローワーク三次

気象庁〈三次地点〉
気象統計資料による

降水量…………………………………… 111.0㎜
平均気温………………………………… 16.9℃
最高気温…………………………30.4℃（  3日）
最低気温………………………… 6.5℃（25日）

10月の気象

図書館ニュース 12月

※納付相談はいつでも気軽にご連絡ください。
【納付方法について】収納課収納係� ☎（0824）62-6127

▶介護保険料（普通徴収６期）
▶後期高齢者医療保険料（普通徴収５期）
【保険料の内容について】市民課保険年金係�☎（0824）62-6134

11月の納付 納期限は
11月30日（水曜日）です

【課税内容について】課税課資産税係� ☎（0824）62-6124
課税課市民税係　☎（0824）62-6122

▶固定資産税・都市計画税（４期）
▶国民健康保険税（普通徴収５期）



問 文化と学びの課文化学習係　☎（0824）64-0092　 （0824）64-0067

作成：広島県教育委員会生涯学習課

広島県青少年の
マスコットゆっぴー

11月は

子ども・若者
育成支援強調月間

4

3

2

1

待つ 門には
福がくる！？

ひきこもりやニート、不登校、非行などの
社会生活を円滑に営むうえで、困難を有する
子ども・若者の育成支援をはじめ、すべての
子ども・若者の育成をみんなで支援しましょう。

子どもとのコミュニケーションを上手くとるには、
言葉がけや態度も大切です。

「急いでいるのに…」「何度言っても
やらない」。つい、イライラして怒っ
てしまいますよね。そこを少し子ど
ものペースにあわせて、子どもの「で
きた！」「やりたい！」を引き出して
みませんか？

●�子ども・若者の健やかな成長と発達を家庭・
学校・地域も一体となって支援しましょう
●�子ども・若者の個人としての尊厳を重んじ、
意見を尊重しましょう
●�子ども・若者が参画する体験活動・交流活
動を推進しましょう
●毎月17日は青少年の日
●毎月第３日曜日は家庭の日

一人で出来ることは、自分でやりきるまで、でき
るだけ待ってみるといいですね。

まだ出来ないことや難しい
ところは、手伝ったり、ア
ドバイスしたりしましょう。

Point1

Point2

日常の一部を４コマ漫画で紹介します

 hisyo@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

 http://w
w

w
.city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp/
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